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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業国埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、一般国道342号花泉バイパス道路改築事業に関連して平成21年度に実施された一関市

五輪堂遺跡発掘調査の調査成果をまとめたものです。今回の調査では、縄文時代の石器、古代の土

坑・溝、中～近世の堀 。土坑・溝といった遺構 。遺物を検出しており、本遺跡が縄文時代から近世に

至るまでの生活の痕跡を留めた遺跡であることが半J明 しました。本書が広く活用され、埋蔵文化財に

ついての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学術研究、教育活動などに役立てられれ

ば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました岩手

県県南広域振興局土木部一関土木センター、一関市教育委員会をはじめとする関係各位に対し、深く

感謝の意を表します。

平成23年 1月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 池 田 克 典



例   言

1 本報告書は、岩手県一関市花泉町字五輪堂14-1ほかに所在する五輪堂遺跡の発掘調査成果を収録
したものである。

2 岩手県遺跡台帳に登録されている遺跡番号と遺跡略号は、以下の通 りである。
遺跡番号 i O E38-2093  遺跡略号 :GRD-09

3 今回の調査は、一般国道342号花泉バイパス道路改築事業に伴う事前の緊急発掘調査である。調
査にあたっては岩手県県南広域振興局土木部と岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課との協議を

経て、 (財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが委託を受け、受託事業として実施した。

4 発掘調査対象面積・調査期間・担当者は、以下の通りである。
調査対象面積 4,680ポ

調査期間 平成21年 7月 1日 ～10月 9日
調査担当者 村田 淳・高橋静歩・佐々木智久

5 室内整理期間・担当者は以下の通 りである。
整理期間 平成22年 1月 16日 ～ 2月 15日
整理担当者 佐々木智久

6 本報告書の執筆は、 Iを岩手県県南広域振興局土木部、 I～ V・ Ⅶと編集を村田が行った。
7 野外調査における写真撮影は、村田・高橋が行った。遺物写真撮影については当センター写真技
師及び村田が行った。

8 基準点測量及び航空写真撮影はヽ以下の業者に業務委託した。
基準点測量…・ (株)両磐測量設計

航空写真撮影…・東邦航空 (株 )

9 自然科学関連の分析 。鑑定及び保存処理は、以下の機関に委託 した。
樹種同定 (Ⅵ -1)・ ―古代の森研究舎
放射性炭素年代測定 (Ⅵ -2)・ … (株)加速器分析研究所
木製品 。鉄製品保存処理…・岩手県立博物館

石質鑑定―・花尚岩研究所

10 遺構・遺物実測図の縮尺は下記の通 りであり、各図版中にスケールを付 している。
遺 構 土坑… 1/40、 堀…平面図 1/200,断面図 1/80

溝・柱穴一分割図 (平面図)1/100ま たは 1/150。 断面図 1/40

遺 物 土器・陶磁器・礫石器… 1/3、 剥片石器… 2/3、 鉄製品… 1/2
木製品… 1/3。 1/4、 石製品… 1/4

遺物写真図版の縮尺は統一せず、器形・文様の特徴が認識できる程度まで拡大 している。

11 発掘調査及び報告書作成にあたり、下記の方々にご指導 。ご助言を賜った。(五十音順、敬称略)
柴垣勇夫、島原弘征、安井俊則、一関市教育委員会

12 今回の調査成果は、岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第571集 『平成21年度発掘調査
報告書』で公表しているが、本書の記載内容が優先する。

13 調査で得られた一切の資料は、岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管している。
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調査に至る経過

五輪堂遺跡は、「道路改築事業花泉バイパス」工事に伴い、その事業区域内に存在することから発

掘調査を実施することとなったものである。

一般回道342号 は、秋田県横手市を起点とし、奥羽山脈栗駒山 (須川岳)を越え岩手県一関市を経

由し宮城県登米市に至る総延長約160kmの幹線道路である。また、岩手県内陸部と宮城県沿岸部を最

短で結び、一般国道45号や整備中の三陸縦貫自動車道へのアクセス路となり、産業・経済・観光そし

て文化交流に重要な役割を担った路線である。

事業対象箇所の花泉町市街地は道路幅員が狭 く歩道が無いうえ直角クランクがあるなど交通安全上

の問題を多数抱えており、これらの諸問題を解決するためバイパスエ事により整備を行っているもの

である。

当事業の施工に係る埋蔵文化財の取 り扱いについては、岩手県県南広域振興局一関総合支局土木部

(現岩手県県南広域振興局土木部)か ら平成18年 10月 16日付一総土第516号「道路改築事業実施計画に

おける埋蔵文化財の試掘調査について (依頼 )」 により岩手県教育委員会に対し試掘調査の依頼を行

った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は平成18年 12月 12日 に試掘調査を実施し、工事に着手するには五輪

堂遺跡の発掘調査が必要となる旨を平成18年 12月 20日 付教生第1318号「埋蔵文化財の試掘調査につい

て (回答 )」 イこより土木部へ回答してきた。

その結果を踏まえて県土木部では岩手県教育委員会と協議し、調整を受けて平成21年 7月 1日 付で

財団法人岩手県文化振興事業国との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

(岩手県県南広域振興局土木部)

第 1図 遺跡の位置

-1-



遺跡の立地と環境

1遺 跡 の 概 要

五輪堂遺跡は、岩手県一関市花泉町字五輪堂地内に所在 し、」R東北本線花泉駅から南東へ約 3 km、

金流川右岸の河岸段丘上に位置する (第 2図 )。 遺跡の所在する五輪堂地内は、現在湧津人幡神社に

安置されている鉄製五輪塔地輪 (昭和55年国重要文化財に指定)が出上したとされる地であり、出土

したと伝えられる地点の付近には鳥居が建立されている。遺跡内は、現在は水田として利用されてお

り、繰 り返し行われた固場整備事業によって大幅に地形が改変されている。

本遺跡では、平成14年度に花泉町教育委員会と(財 )岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター (以

下、県埋文センター)に よって発掘調査が実施されている。県埋文センターは遺跡範囲の南東側を調

査しており、平安時代の竪穴住居 3棟をはじめ中世の堀、中～近世の墓などの遺構、土師器・須恵器、

常滑窯産陶器、永楽通宝、下駄などの木製品を検出している。花泉町教育委員会は遺跡範囲の中央及

び東側を調査 しており、中世の溝・土坑などの遺構、常滑・渥美窯産陶器、中世の輸入陶磁器 。国産

陶器、寛永通宝や木製品などを検出している。前述の通り回場整備による地形改変によって遺構の遺

存状況は両調査区とも良くなかったが、縄文～近世にわたる遺構 。遺物を検出している。また、鉄製

五輪塔の建立年代 (13世紀後半)に近い12～ 13世紀代の遺物も出土しており、鉄製五輪塔の存在も含

めて本遺跡ではこの時期に祭祀行為などを行っていたことを推定させる。

2地 理 的 環 境

(1)遺 跡 の 位 置

五輪堂遺跡の所在する一関市は、岩手県の南端に位置しており、南は宮城県、西は秋田県と接して

いる。現在の一関市は、平成17年 9月 20日 に一関市、西磐井郡花泉町、東磐井郡大東町・千厩町 。東

山町・室根村・川崎村の 1市 4町 2村が合併して誕生した。市域は東西約63km、 南北約46km、 総面積

は1,133.10km2で、これは宮古市 (平成22年 1月 1日 に宮古市と下閉伊郡川井村が合併)の 1,25989kポ

に次ぐ県内第 2位の規模である。土地の利用状況は、総面積のうち約56%が山林、次いで約120/Oが水

田、約7.00/Oが畑となっており、県内では比較的農地の害↓合が高い。人口は125,818人 (平成17年国勢

調査)で、県内では盛岡市・奥州市に次いで多い。一関市のなかでも花泉町は、東は東磐井郡藤沢町、

南は宮城県登米市、西は宮城県栗原市と接しており、市域の最南端に位置する県境の町である。昭和

30年代に 7村 (金沢・花泉・老松 。日形・湧津・油島・永井)が合併 して誕生した町で、総面積は

126.83km2、 人口は15,346人 (平成17年国勢調査)である。

(2)地 形 ・ 地 質

北上・阿武限両山地を結ぶ山地の列と奥羽山脈の間の低地帯には、ほぼ南北方向の丘陵地と平野の

交互配列がみられる。花泉町を含む一関市付近は丘陵の発達する地域で、いわゆる磐井丘陵が北側の

北上盆地と南側の仙台平野とをへだてて発達し、しかも北上山地の西縁部に接 している。このような

地形発達の背景には地盤運動の影響が考えられ、北上盆地を南下してきた北上川の流路が盆地南端部

の一関市狐禅寺地区で東方に向きを変えた後、北上山地西縁部の古生層分布地帯の中に、北から南ヘ
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第 2図 調査区の位置と周辺の地形
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3 周辺の追跡

の順にいわゆる狐禅寺峡谷・大泉峡谷 (田辺1952)を 形成しているのもその反映であろう。これらの

峡谷は、現在の丘陵背面に基づいて復元される過去の平坦な地形面が解析されて以後の段丘形成期を

通じて、下流側から上流側へ向かって段丘地形形成のための基準面支配が及ぶ際の通路となった。

磐井丘陵を開析 した古磐井川と古金流川はそれぞれ、狐禅寺 。大泉両峡谷からなる峡谷部の北端と

南端で古北上川に合流しながらその流域に段丘地形を形成し、現在の水系を出現させた。

北上川中流沿岸の模式的な段丘区分 (中川ほか1963)に 従うと、今回の調査地点を含む五輪堂遺跡

をのせている花泉段丘は金ヶ崎段丘に対比される。金流川は、宮城県栗原市栗原町付近を源とし、遺

跡北西の花泉町花泉湯の尻で有馬川と合流、さらに下流の花泉町日形館ヶ崎で北上川に注ぐ一級河川

である。五輪堂遺跡は、金流川と有馬川が合流する地点から約 2 km下流の右岸部にあり、金流川によ

って形成された段丘上に立地している。

遺跡周辺の地質は、新生代新第三紀以降に形成されたもので、その地質は古第三紀までに形成され

た基盤を埋積し、主に凝灰岩・シル ト岩・砂岩・礫岩等から成る。地層は、下位より石越安山岩、下

黒沢層、厳美層、有賀層、油島層、金沢層、真滝層、花泉層を含む段丘堆積物で構成されている。

3周 辺 の 遺 跡

五輪堂遺跡の所在する一関市花泉町内では、現在約150の遺跡の存在が確認されているが (第 3図 )、

発掘調査が実施されている遺跡は少ない。本節では、五輪堂遺跡周辺に所在する遺跡を中心に時代毎

に代表的な遺跡についてみていきたい。

まず最古の遺跡としては後期旧石器時代の遺跡である金森 (花泉)遺跡 (10)がある。金森遺跡で

は、昭和30年に東北大学古生物学教室が実施した調査の際に約 2万年前のハナイズミモリウシ・ヘラ

ジカ・オオッノシカ・ナウマンブウなどの動物化石が多量に出土している。

縄文時代になると遺跡数は増加する。縄文時代の遺跡としては内陸性の貝塚が多く、貝取貝塚 (63)

白浜貝塚 (86)・ 石崎貝塚 (100)・ 鴻ノ巣貝塚 (104)・ 高倉貝塚 (■ 1)な どが確認されている。

このうち発掘調査が実施されているのは貝取貝塚で、岩手大学・早稲田大学・東京大学による4次に

わたる発掘調査によって縄文時代中期中葉～弥生時代に属する土器・石器・土偶・土製品・骨角器・

貝類や魚類などの動物遺存体・32体分の埋葬人骨などが出上している。この他、分布調査の際に石崎

貝塚では中期、高倉貝塚で中～晩期の上器片や石器が採集されている。

集落遺跡の調査事例としては、中期後葉に属する竪穴住居跡が45棟検出された下館銅屋遺跡 (9)、

中期中葉～後期前葉の上器・石器が出土した四日市場遺跡 (20)、 晩期の住居跡、早期～晩期の上

器・石器・骨角器・土偶・巻貝形土製品などが出上した日形地区どうじゃ森 (中神)遺跡などが挙げ

られる。

弥生時代の遺跡としては、前述した貝取貝塚とどうじゃ森遺跡が挙げられる。貝取貝塚では、前期

の砂沢式上器が出上している。どうじゃ森遺跡では東北大学が実施した調査の際に縄文時代晩期～弥

生時代前期の土器・骨角器、土偶などが出上している。

古墳時代の遺跡としては、永井地区に終末期古墳群と考えられる杉山古墳や尼塚古墳があり、杉山

古墳で 5基の古墳が調査されている。しかし、集落遺跡などは現在のところ確認されていない。

平安時代の遺跡は、それ以前に比べて大幅に増加しており、例えば下館銅屋遺跡では竪穴住居跡、

中村城跡 (19)で は竪穴住居跡・水田・堀が検出されている。この他にも分布調査で土師器・須恵器

が表採されている遺跡は多い。
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3 周辺の遺跡

第 1表 周辺遺跡一覧
潰跡名 穂号‖ 時代 主霧遺構・遺物 Fkl連文献

金尺地区

1 尼 壇 塚 塚 1

2 山神館 城館 中世 曲輪・空堀・土塁

3 大槻館 城館 桃 山

判 西川塚 祭lB跡 塚 4

5 朝日館 城館 平安～桃山 曲輪・空堀・土塁

花 地 区

6 二桜館 城館 平安～桃山 曲輪・空堀・土塁

7 上舘 散布地 縄 文

8 宝泉院跡 寺院

9 下舘銅屋 集落
文

世

縄

中
・平安・ 竪穴住居、土器

器
県埋文297集

金森 (花泉 ) 散布地 旧石器 動物遺存体 花泉町 1993

寺 ノ沢 散布地 縄 文

高山館 城館 室町～江戸 曲輪・空堀・土塁

下金森 散布地 縄文・ 古代

七ツ森 祭祀跡 塚 9

阿惣沢塚 塚 塚 2

西郷ノロ 散布地 縄 文

老松地区

17 上蛭沢 散布比 縄 文 石鏃

四日市場経塚 経 塚 啄 1

中本↓城 城館
平安 ,中世
近世

竪穴住居・ 水田・堀
土師器・ 須恵器・ r
磁器・木製品・板碑

県埋文 560集
花泉町 2005a

四日市場 散布地 縄 文 縄文土器・石鏃

一里塚 一里塚 塚 2

杉屋敷舘 城館 室 町 曲輪・空堀・土塁

佐野屋敷 散布地 古代 須恵器・土師器

王 壇 塚 中世・近代
壇・土坑、中世陶器・

板haT
一関市 2007

苅明館 。西館 城館 桃山 曲輪

苅明館・ 北館 城館 桃 山 曲輸・ 空堀・ 土塁

苅明館・ 本丸餌 城館 南北朝～桃■ 曲輪・空堀・土塁

苅明館 。東館 城館 桃 山 曲輪・空堀・土塁

苅明館・南館 城館 桃山 曲輪 。空堀

栄館 城館 桃山 曲輪 。空堀・土塁

冨 沢 散布地 縄文・古代 須恵器

寺沢 製鉄 近世 製鉄炉 花泉町 1998

衆徒塚 祭TE跡 塚 1

金提寺跡 寺 院 塚 2、 板碑

鷹取館 城館 室町～桃山 曲輪・空堀・ 土塁

照 盛 散布兇 縄文 石 鏃

日形地区

割山塚 塚 塚 1

中通 ] 散布兇 縄文 石 鏃

角堂塚 祭所巳跡 石碑 2・ 石祠 1

上 通 散布兇 古代 須恵器・土師器

鹿ノ畑経塚 経塚 平安～鎌倉 塚 2

小館 城 館 桃 山 曲輪

中通 I 散布lt 縄文・古代 須恵器・ かわらけ

上須釜館 城 館 桃 山 曲輪

宝寿院跡 寺院

小野下館 城 館 中近世

石畑 散布地 古代 須恵器・土師器

棄山舘 城館 中世 曲輪・空堀・土塁

関峯寺庵跡 寺 院

油島地区

赤荻塚 祭祀跡 塚 1

石食塚 塚 塚 2

上油田城 城館 平安～桃山 曲輪・空堀・土塁

上油田経塚 経 塚 塚 1

蒲沢館 城館 平安～桃山 曲輪・空堀・土塁

蒲沢塚 塚 塚 1 (4)

山中沢 I 散布地 古代 須恵器・土師器

山中沢Ⅱ 散布地 縄文・古代
須恵器・土師器・

鏃

No 遺跡名 縛
=H

H寺代 関連文献

山中沢Ⅲ 散行 lru 苫 代

要 害 城 館

60 表谷地 散布地 古代 須恵器

西館 城 館 至町～桃山 曲輪・ 空堀

飛 ヶ沢 祭祀跡 塚 6

貝取貝塚
塚
落
貝
集 縄文・弥生

土器 。石器・骨角器 。

土偶・土製品 。人骨・

動物遺存体

草間・ 金子 1

71

涌津地区

平等寺 IJj 寺院

下三 ノ町 散布地 古代 須恵器・土師器

館 散布地 縄文・古代 須恵器

紫館 城館 鎌倉～江戸 曲輪・堀 。土塁

熊倉館 城館 室町～桃山 曲輪

熊ノ倉 I 散布地 古代 須恵器・土師器

熊 ノ倉 B 散布地 古代

71 向川塚 塚 塚 4

72 退筆塚 祭祀跡 江戸末期 石碑

松ノ坊 散布地 古代 須恵器・土師器

留 五輪堂
集落・

祭祀跡

縄文・ 古代・

中世・近世

竪穴住居・堀・土坑・

溝、土師器 。須恵器・

中世陶器、鉄製五新

塔地輪

報 告遺 跡、 現

埋 文 447集 、
花泉町 2004

湯山館 城 館 中世 曲 輪

矢ノロI 散布地 古代・中世 須恵器、陶器

77 矢ノロⅡ 散布地 縄文・古代
縄文土器・ 須恵器
土BT器

矢ノロ塚 塚 塚 1

石畳 散布地 古代 須恵器・土師器

下館城 城館 南北朝～桃亡 曲輪・空堀・土塁

悪法師 散布地 古代 須恵器・炉壁

猪閉館 城館 鎌倉～IIL山 曲輪・空堀・土塁

上吉田 散布地 古代 須恵器・ 土師器

亥年前 散布地 古代 須恵器・土師器

白浜塞 城 館 室 町 曲輪、鉄津・ 炉壁

白浜貝塚 貝塚 縄 文 縄文土器・石鏃

永井地区

西永井館 城館 室町～桃山 曲輪・空堀 。土塁

内の目薬師館 城館 曲輪・空堀・土塁

寺前 散布地 古 代 須恵器

噛前 I 散布地 古 代 須恵器

91 噛前 Ⅱ 散布地 縄文・古代 石鏃、須恵器

噛前Ⅲ 散布地 古 代 須息器

高崎館 城館 室 町 曲輪・空堀・土塁

青葉山城 城 館 室 町 曲輪・空堀・土塁

一行坊行人塚 祭祀跡 石祠

一本木行人塚 祭祀跡 石祠

長崎柵 城 館 室 町 曲輪・ 空堀・土塁

西狼の沢経塚 経塚 塚 1

狼の沢塚 祭祀跡 塚 1、 板碑

石崎貝塚
塚

落

貝

集 縄 文 縄文土器

涌ヶ崎 散布地 縄文 石鏃

東狼ノ沢 散布地 縄 文 石 鏃

七里塚 一里塚 啄 1

104 鴻ノ巣貝塚 員塚 縄文

大塚館 城 館 桃山～江戸 曲輪・堀

106 寺場 散布地 縄 文
縄文土器・石槍

師器

高蔵寺跡 寺院

108 釣野館 城館 室町

109 高倉城 城 館 桃 山 曲輪・ 空堀・ 土塁

蘇生沢館 城館 桃山 曲輪

高倉貝塚 貝塚 縄 文 縄文土器・ 石鏃

夏屋敷 散布地 縄文 石鏃

晴之中山柵 城 館 室 町 曲輪・堀

協の田館 城館 桃山 曲輪・空堀・土塁

薬師堂跡 寺院

高倉中の森経坊 経塚 塚 1

高倉東ノ森経坊 経塚 鎌倉 啄 1
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中世の遺跡としては城館跡・祭祀跡・集落があるが、城館遺跡が最も多く、過去に実施された分布

調査では花泉町域で48の城館が記録されている。このうち高倉城 (109)・ 苅明館 (25～ 29)な ど縄

張図が作成されているものもあるが、発掘調査が実施されたものは中村城跡のみである。中村城跡の

調査は花泉町教育委員会と県埋文センターによって実施されており、城を巡る堀・橋跡などが検出さ

れている。祭〒E跡 としては塚や石祠があるが、発掘調査が実施されたものとしては金流川を挟んで五

輪堂遺跡の対岸の丘陵上に位置する王壇遣跡 (24)のみである。

近世の遺跡としては、江戸時代中期の製鉄炉が検出された寺沢遺跡 (32)な どがあるが、中世に比

べて遺跡数が少なくその内容は判然としない。

Ⅲ 調 査 の 方 法

1 野外調査の方法

(1)グ リッドの設定

今回の調査では、現地に打設した基準点をもとに調査区全域をカバーできるようにグリッドの設定

を行った (第 4図 )。 具体的には、X=-131,260,000、 Y=31,600000の 座標 (世界測地系の平面直角

座標系第X系 )を基点として一辺40× 40mの正方形グリッド (大グリッド)を設定、さらに各辺を10

等分して4× 4mの小グリッドを設定した。グリッドの呼称は、北西隅を基点として大グリッドは北
から南へ I～Ⅳ、西から東へA～ F、 小グリッドは北から南へ 1～ 10、 西から東へa～ jと し、小グ

リッドイよ「 IA5b」 などと呼称している。なお、今回の調査では遺構図面の作成に実測用ソフト

「遺構くん」を使用したこと、及びグリッドで遺物の取り上げが必要な包含層が存在しなかったこと

から、現地には基準点 6点 (基 1・ 2、 補 1～ 4)と 実測用の任意点 7点 (補 5～ 11)を打設した。

基 l  X=-131,372.000  Y=31,651.000  H=18358m

基 2  X=-131,404.000  Y=31,651.000  H=18660m

補 l  X=-131,392.000  Y=31,651.000  H=18.356m

補 2  X=-131,404.000  Y=31,639,000  H=19066m

補 3  X=一 L31,352.000  Y=31,651,000  H=18408m
補 4  X=-131,332.000  Y=31,651.000  H=18.583m

補 5  X=-131,312.532  Y=31,652,741  H=18677m

補 6  X=-131,358.984  Y=31,632108  H=21.604m

補 7  X=-131,378.124  Y=31,606654  H=23.072m

補 8  X=-131,372.812  Y=31,603.594  H=23.248m

補 9  X=-131,418.353  Y=31,645.944  H=19134m

補10  X=-131,442.81l  Y=31,654.566  H=19.267m

補1l  X=-131,381.737  Y=31,610.423  H=22689m

(2)精査の方法および遺構の記録

調査に先立って調査区内の雑物撤去を行い、続いて遺構の有無を確認するために数箇所にトレンチ

を設定して人力で試掘を行った。試掘の結果、広範囲で I層 (表土・盛土)が厚く堆積していること

が確認されたことから、調査の迅速化と人力掘削量の軽減を図るため、調査員監督の下、重機 (バ ッ
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1 野外調査の方法

□

□

本調査範囲

現国道及び遺構無し

による未調査範囲

-8-

第 4図 グリッド及び遺構配置図
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Ⅲ 調査の方法

クホー)に よって遺構検出面付近まで I層 を掘削し、その後人力で遺構検出を行った。

検出した遺構には釘やスプレーを使ってマーキングし、一部の遺構については検出状況の写真撮影

を行った。なお、野外調査時の遺構名には主にSDoSKな どの略号を使用 しているが、最終的には

室内整理の段階で第 2表のように遺構名を変更している。

遺構の掘 り下げは土坑・柱穴は 2分法、堀・溝は数箇所にベル トを設定し、土層観察を行いながら

進めた。なお、プランや新旧関係が不明な場合は適宜サブトレンチを設定して層位確認を行った。

遺構の記録については、完掘、土層断面、遺物出土など】犬況に応 じて写真撮影と実測図の作成を行

っている。実測図は、実測用ソフト「遺構 くん」 ((株)Cubic社製)を用いて数値データを収集し、そ

れをもとにパソコン上で図化 している。

遺構の写真撮影には、 6× 7 cm判 カメラ (モ ノクロ)と デジタルカメラ (キ ャノン社製一眼レフタ

イプ、1580万画素)を使用した。 6× 7 cm判 は記録保存、デジタルカメラは報告書作成及び広報・普

及を目的として撮影しているが、基本的に 6× 7 cm判で撮影したものについてはデジタルカメラでも

同一カットの撮影を行っている。

調 査 経 過

野外調査は、平成21年 7月 1日 から10月 9日 まで実施した (当初予定は 9月 30日 )。 調査開始当初

は調査区南端と南西調査区の小屋や畑地が移転しておらず、加えて南西調査区の半分以上は現在の国

道342号線であり発掘調査に着手できなかった。その為、 7月 は南端を除く本道部分調査区約3,200ポ

から調査を開始した。

8月 5日 に岩手県県南広域振興局、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課、当埋蔵文化財センタ

ーの 3者により現地協議を行った。具体的には移転作業用の重機進入路を確保する為に 8月 第 4週ま

でに調査区北東側を調査終了して引き渡すこと、その後委託者側で移転工事を行い 9月 第 1週から調

査区南端と南西調査区の調査を行うことで調整を行った。その為、 8月 21日 に調査区北東側約600ポ

を引き渡し、委託者側で移転工事を開始した。しかし、工事が難航したことにより9月 第 1週からの

調査開始が不可能となった。また、 8月 後半には調査区北端で検出された堀 (1号堀)が調査区外へ

と延びていくことが確認されたことから、全体の状況を考慮して 9月 前半 (1～ 13日 )に野外調査の

中断期間を設けることとなった。その為、 8月 31日 までに調査区中央の航空写真撮影、調査区及び周

辺の養生を行って野タト調査を一旦中断した。

9月 14日 に野タト調査を再開、移転が終了した調査区南端と南西調査区の調査を開始した。また、 1

号堀については県生涯学習文化課との協議の結果、調査区外 (事業用地範囲内)に重機で トレンチ掘

削を行いながら方向を確認 し、堀跡が確認された範囲を調査範囲に含めて精査を行うこととなった。

9月 28日 に終了確認を実施、10月 9日 に資材を撤収して野外調査を終了した。

3 室内整理の方法

(1)遺   構

遺構図面は、実測用ソフト「遺構くん」((株)Cubic社製)で収集した数値データをもとにデジタル

データ化している。本報告における遺構図版作成の具体的な作業工程は以下の通りである。

①平面図は全体図から近隣に位置するグリッド及び方位とともにコピーし、「遺構くん」新規ファ

イルに貼り付ける。断面図は数値データファイルから関連する数値データをコピーし、平面図と同じ
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3 室内整理の方法

「遺構くん」ファイルに貼り付ける。

②合成用基準線 (断面図作成ライン)が水平になるように平面図をグリッド・方位とともに回転し、
断面図と合成して4公正図を作成する。

③修正図が完成した後、テキストデータとして入力した土層註記を同一ファイル上に貼 り付け、さ

らに当センターの版面 (縦240× 横16.Ocm)に収まるように「遺構くん」ファイル上でレイアウトを

行う。また、あわせて平面図を合成前の角度に戻し、全体図に貼り付けて遺構配置図も作成する。

以上の工程を経て作成した図面は全てグラフイックソフトAdobe lllustrator CS2を 用いて網掛けな

どの処理と配置の調整を行って全体の統一を図り、AI形式で保存したファイルを完成品として印刷業

者に納入した。

(2)遺 物

遺物の処理は、洗浄から開始した。土器・陶磁器類は水洗・乾燥後に土師器・須恵器・陶磁器に選

別し、日付)贋に袋番号を付けながら破片数と重量を計測 した。その後、土器は遺跡名と袋番号を註記

し、接合・復元作業を行った。なお、今回出土 した土器・陶磁器類は全て器形の復元できない破片資

料であったため、遺構内外問わず特徴的なものについて登録・実測・拓本を行った。

石器・石製品については計量後、器形・用途が判別できるものを中心に選別して登録 ,実測を行っ

た。鉄製品はX線透過写真撮影を行って遺存状況を確認しながら錆落しと実測を行い、破損防止のた
めに保存処理作業を委託している。

上記の作業の後、実測を行ったものについては トレースを行い、版下を組んで遺物図版を作成した。

第 2表 遺構名変更一覧
土 坑

新遺構名 旧遺構名

1号土坑 SK 05

2号土坑 SK 04

3号土坑 SK 07

4号土坑 SK 02

5号土坑 SK 08

6号土坑 SK 06

7号土坑 SK 01

8号土坑 SK 03

9号土坑 SK ll

10号土坑 SK 10

堀

新遺構名 旧遺構名

1号堀 SD 35

溝

新遺構名 旧遺構名

6号溝 SD 33

7号溝 SD 16

8号溝 SD 19

9号清 SD 13

10号溝 SD 18

11号溝 SD 17

12号溝 SD 15

13号溝 SD 14

14号溝 SK 09

15号溝 SD 34

16号溝 SD 12

17号薄 SD ll

18号溝 SD 24

19号溝 SD 10

20号溝 SD 23

21号溝 SD 22

22号溝 SD 31

23号溝 SD 32

24号溝 SI)09

25号溝 SD 04

26号溝 SD 02

27号溝 SD 03

溝

新遺構名 旧遺構名

28号溝 SD 07

29号溝 SD 06a

30号溝 SD 05

31号溝 SD 06b

32号溝 SD 01

33号溝 SD 27

34号溝 SD 28

35号溝 SD 08

36号溝 SD 44

37号溝 SD 29

38号溝 SD 39

39号溝 SD 41

40号溝 SD 40

41号溝 SD 46

42号溝 SD 48

43号清 SD 47

44号溝 SD 43

45号溝 SD 42

46号溝 SD 45

47号溝 SD 38

48号溝 SD 36

49号溝 SD 37

溝

新遺構名 旧遺構名

1号溝 SD 30

2号溝 SD 21

3号溝 SD 25

4号溝 SD 20

5号溝 SD 26
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IV検 出 遺 構

1 調 査 区 の 概 要

今回の調査区は、一関市花泉町湧津字五輪堂14-1ほかに所在する (第 2・ 4図 )。 調査前は休耕田、

畑地、駐車場であり、昭和30年代以降に国場整備に伴う地形改変が繰 り返し行われている。なお、第

2図の通 り今回の調査区は厳密には五輪堂遺跡の範囲内には含まれていないが、平成18年度に岩手県

教育委員会生涯学習文化課が実施した試掘調査によって新たに遺跡範囲に含められており、今回はこ

の部分を五輪堂遺跡の一部として調査を実施 した。

調査区は、バイパス本道部分及び現国道342号線からの取 り付け道路にあたる部分で、当初は4,572

H12が調査対象範囲であった。しかし、調査範囲に含まれていた現国道部分及び調査範囲外に延びてい

た 1号堀の取 り扱いを協議した結果、最終的には4,680ポが調査対象範囲となり、土坑10基、堀 1条、

溝49条、柱穴65個 を検出した。

遺跡の基本層序はⅣB4eグ リッドで作成した (第 5図 )。 圃場整備による地形改変の影響により、

各地点で盛土や水田耕作上が厚 く堆積 していることが確認された。旧地形が残存 している部分はほと

んど無 く、遺構は全てⅣ層上面で検出している。検出面の標高は17.5～ 21.Omである。

調査区は全域で撹乱が著 しく、水田耕作の痕跡の他、産業廃棄物を埋めたゴミ穴も多量に見つかっ

ている。また、調査区西壁付近には水道管が埋設されており、土地改良区に問い合わせたところ現在

も使用中であるとの回答を得た。なお、周辺を試掘 した結果、水道管は遺構底面より下位まで掘 り込

まれて埋設されていることが半J明 したことから、掘削はこの水道管の直近までとして水道管の直下は

掘 り下げていない。

南西調査区については大半が現在の国道であること、現地表面からの掘削深度が2.5m以上になる

ことから作業の危険性があると判断された。その為県生涯学習文化課と協議を行い、南西調査区につ

いては掘削可能な範囲のみ精査を行い、現国道部分については工事段階での立会調査で対応すること

となった。調査を行った範囲では溝 2条 と柱穴 4個を検出したが、ⅣA2eグ リッドから東側はバイ
パス本道部分に向かって傾斜する旧河道であった。この旧河道中からは遺構・遺物ともに検出されな

かったことから、これより東側は掘削の必要は無いと判断し、写真撮影等終了後埋め戻 しを行った。

L=19 200m
Ｓ

◎

Ia

i~        Ib
/―|⌒

｀ヤ

                 v

l          Ⅱa

Ia 10YR4/2～ 5/2 灰黄褐色  しまり密、粘性やや強 現表土
Ib 7 5YR5/2 灰褐色 しまり密、粘性強 盛土
Ⅱa 10BC6/1 青灰色粘土  しまり密、粘性非常に強 水田耕作土
Ⅱ b 10YR4/2～ 6/2 灰黄褐色  しまり密、粘性強 水日耕作土
Ⅲ 10YR2/1～ 2/3 黒～黒褐色 しまりやや密、粘性やや強 水田床土
Ⅳ 10YR7/8 黄橙色粘土 しまり密、粘性強 地山=遺構検出面

0     1:40     1m

第 5図 基本層序
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2 土坑

2土  坑

10基検出した。

1号土坑 (第 6図、写真図版 3)

<検出状況> ⅡB8aグ リッドに位置し、褐灰色の不整形な楕円形プランとして検出した。北側が
3号溝と接 しているが、削平のため新旧関係は不明である。
<形状・規模> 東側を試掘 トレンチによって壊されているが、平面形は南辺が窪んだ空豆形である。
上面の残存規模は、2.23× ユ55mで ある。断面形は本来皿形であったと思われるが、根撹乱もあって
凹凸が著 しい。深さは最も深い南壁側で 8 cmである。

<堆積土> 砂質土と粘質上の混合土で、 3号溝堆積土より色調は明るい。
<出土遺物> 出土 していない。
<性格 。年代> 出土遺物が皆無なため性格・年代は不明である。

2号土坑 (第 6図、写真図版 3)

<検出状況> ⅡB9eグ リッドに位置し、褐灰色の楕円形プランとして検出した。北壁で 4号溝と
接 しており、これを壊す形で掘削されている。

<形状・規模 > 東西方向に長軸をとる楕円形プランの土坑であるが、東側が後世の水路敷設の際に
壊されている。上面の残存規模は3.40× 176mである。底面は平坦に整えられており、平面形はやや
不整形な長方形である。断面形は長軸・短軸方向とも逆台形を基調とするが、壁面中位付近で角度が

変化 し、上面はハの字状に開く。深さは最も深い東壁付近で58cmである。

<堆積土> 褐灰色系の粘質土が堆積 しており、12層 に細分した。このうち上位の 6層 にはⅣ層ブロ
ックが多量に混入しており、堆積状況から東側から窪みを埋めるために人為的に埋められた土と考え

られる。 7層以下は壁面崩落土あるいは周辺からの流れ込みと考えられる責色系の粘土であり、 6層
までと異なり混和物はほとんど認められない。

<出土遺物> 東側の撹乱から近世陶磁器が出土 しており、そのうち悟鉢 1点を掲載 した (1)。
<性格 。年代> 撹乱土からの出土ではあるが、近世陶磁器が出土していること、 4号溝を壊 してい
ることを考慮すると、本遺構は近世に掘削されたものと考えられる。形状的には墓の可能性も考えら

れるが、それを示す遺物などは出土していないため不明である。

3号土坑 (第 6図、写真図版 4)

<検出状況> ⅢBlcグ リッドに位置し、掲灰色の円形プランとして検出した。12号溝と重複関係
にあり、これを壊す形で掘削されている。

<形状・規模> 平面形は円形で、上面規模は1.lo× o.66mである。断面形は皿形で、深さは最 も深
い中央部分で10cmである。

<堆積土> 褐灰色～にぶい掲色の砂と粘上の混合上の単層である。
<出土遺物> 出上していない。
<性格 。年代> 重複関係から12号溝より新 しい土坑と判断できるが、出土遺物が無いため年代は不
明である。また、性格についても不明である。
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Ⅳ 検出遣構

4号土坑 (第 7図、写真図版 4)

<検出状況> ⅣB8aグ リッドに位置し、黒掲色の円形プランとして検出した。19号溝と重複関係
にあり、北東側の一部が19号溝によって壊されている。

<形状・規模 > 平面形は円形で、上面規模は182× 1.52mである。断面形は橋鉢状で、深さは最 も
深い中央部で28cmで ある。

<堆積土> 2層 に細分 した。上位は黒褐色、下位は褐灰色の粘土で後述する 7号土坑と非常に類似
している。

<出土遺物> 土師器が6.3g出 土 しているが、細片のため図示できなかった。
<性格・年代> 重複関係から19号溝より古い土坑と判断できる。また、堆積土の類似性から中世末
期に属すると考えられる 7号土坑と同時期の可能性がある。ただし、性格については不明である。

5号土坑 (第 7図、写真図版 4)

<検出状況> ⅣB8bグ リッドに位置する。検出面はⅣ層で、褐灰色の円形プランとして検出した。
19号溝と重複関係にあり、南西側が19号溝によって壊されている。

<形状・規模 > 平面形は円形で、残存する上面規模は0.67× 0.55mである。断面形は皿形で、深さ
は最も深い中央部で 7 cmである。

<堆積土> 褐灰色土とⅣ層崩落上の混合土であり、自然堆積と考えられる。また、一定期間滞水 し
ていたと考えられるため粘性が非常に強い。

<出土遺物> 出土していない。
<性格 。年代> 重複関係から19号溝より古い土坑と判断できるが、遺物が出上 していないため詳細
な年代については不明である。また、性格についても不明である。

6号土坑 (第 7図、写真図版 4)

<検出状況> ⅣB9bグ リッドに位置し、褐灰色の円形プランとして検出した。19号溝と重複関係
にあり、南西側が19号溝によって壊されている。

<形状・規模 > 平面形は円形で、残存する上面規模は0,75× 0,41mである。断面形は逆台形を基調
としているが、根の浸食により凹凸が著しい。深さは10cm前後である。

<堆積土> 褐灰色粘土とⅣ層崩落土が堆積 していた。自然堆積と考えられる。
<出土遺物> 出上していない。
<性格・年代> 重複関係から近世に属する19号溝より古い土坑と判断できるが、遺物が出土してい
ないため詳細な年代については不明である。また、性格についても不明である。

7号土坑 (第 7図、写真図版 5)

<検出状況> ⅣB9bグ リッドに位置している。重機による掘削中に常滑窯産陶器破片 (2)が出
土したため、周辺を掘 り拡げたところ黒褐色の円形プランとして検出された。他遺構 との重複関係は

無 く、単独で存在する。

<形状・規模> 平面形は円形で、上面規模は1.60× 1.55mで ある。断面形は悟鉢状に近い逆台形で、
底面から壁面への屈曲は緩やかである。深さは最も深い中央部で34cmである。

<堆積土> 黒褐色～褐灰色の粘質土で、混和物の割合をもとに 3層 に細分した。基本的に下位層ほ
ど混和物が少なくなる。各層の境界は非常に漸移的であり、周辺からの流れ込みによる自然堆積の可
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2 土坑

能性が高い。

<出土遺物> 土師器32.7g、 須恵器110g、 陶磁器653g、 磨石 1点が出土しており、このうち陶
磁器と磨石を各 1点掲載した (2・ 3)。 土器・陶磁器は 1・ 2層の上位、磨石は底面直上から出土

している。

<性格 。年代> 堆積土上位から13～ 14世紀代と考えられる常滑窯産陶器が出上しているが、 3層か
ら採取した炭化物の年代測定結果が330± 30yrBPで あることを考慮すると、本遺構は中世末期～近世

初頭に埋没 したものと考えられる。なお、性格については不明である。

8号土坑 (第 7図、写真図版 5)

<検出状況> ⅣB8aグ リッドに位置し、掲灰色の円形プランとして検出した。他遺構との重複関
係は無く、単独で存在する。

<形状・規模 > 平面形は円形で、上面規模は0.80× 0.62mで ある。東壁が失われているが、断面形
は皿形であったと考えられる。深さは10cm前後であるが、根の浸食による凹凸が著しい。

<堆積土> 褐灰色粘上の単層で、 7号土坑の 1層 に類似 している。
<出土遺物> 出土 していない。
<性格 。年代 > 重複関係及び出土遺物が無いため年代は不明である。また、性格についても不明で
ある。

9号土坑 (第 7図、写真図版 5)

<検出状況> VB6eグ リッドに位置し、褐灰色の不整形プランとして検出した。P54と 隣接する

が、直接的な重複関係は無い。

<形状・規模 > 平面形は不整な楕円形で、上面規模は0.92× 060mで ある。断面形は皿形で、深さ
は最も深い中央部で 8 cmである。

<堆積土> 褐灰色土の単層である。また、酸化鉄を多 く含むことから一定期間滞水 していた可能性
がある。

<出土遺物> 土師器が6.5g出土 しているが、細片の為図示することができなかった。
<性格・年代> 土師器が出土していることから古代以降に埋没したものと考えられるが、詳細な年
代と性格については不明である。

10号土坑 (第 7図、写真図版 5)

<検出状況> VB8cグ リッドに位置し、褐灰色の楕円形プランとして検出した。他遺構との重複
関係は無く、単独で存在する。

<形状・規模> 平面形は南辺の中央部が凹む空豆形で、上面規模は1.10× 0,70mである。断面形は
逆三角形で、最も深い北壁付近で15cmで ある。西壁付近にO.43× 0.38mの小穴があるが、堆積土が同

じであることから、一連のものと考えられる。

<堆積土> 褐灰色粘土とⅣ層崩落土が堆積 していた。
<出土遺物> 出上 していない。
<性格 。年代> 重複関係及び出土遺物が無いため年代は不明である。また、性格についても不明で
ある。

-14-



1号土坑

2号土坑

L=18 800m

Ⅳ 検出遺構

3号土坑

1号土坑
1 7 5YR5/1褐 灰色～5/31こぶい褐色 砂質土と粘質上の混合土 酸化鉄30%含む

3号土坑
1 10YR5/1～ o/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強 酸化鉄30%、 Ⅳ層ブロック5%含む

2号土坑
1 10YR4/1 褐灰色  φ5cm以上の75Y7/1灰 自色及び

25Y7/4浅 黄色粘上を多量に含む
2 10YR4/1 褐灰色  しま りやや密、粘性強

ゅ5～201wlの 75Y7/1灰 白色及び25Y7/4浅
黄色粘±30%含む

3 10YR5/1 褐灰色  しま りやや密、粘性強
φ 5～ 20Halの 75Y7/1灰 自色及び25Y74浅
黄色粘±30%含む 2層 と同一層か

4 111YR4/1 褐灰色だが ゅ5 cm以 上の75Y7/1灰 自色
及び25Y7/4浅黄色粘上が主体となる

5 10YR5/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強
o10～ 30111の75Y7/1灰 白色及び25Y7/4浅
黄色雅土を多量に含むため全体 として 3層
より色調が切るい

6 25Y7/8 黄色粘土 Ⅳ層ブロックに褐灰色・黄灰色
土が少量混入

7 25Y5/1～6/1 黄灰色  しまりやや密、粘性やや強
混和物ほとんど無く粘土賓

8 25Y5/1 黄灰色粘±  7層 よりさらに粘土質
9 25Y7/8 黄色粘土 Ⅳ層プロックに褐灰色・黄灰色

上が少量混入
10 25Y4/1 黄灰色粘± 8層 よりさらに粘性強い
11 25Y5/1～6/1 黄灰色 しまり密、粘性強 Ⅳ層

ブロック (ゅ 5～ 20alm)と 黄褐色砂を各30%
含む

12 25Y7/8 黄色粘土 Ⅳ層ブロンクに褐灰色・黄灰色
上が少量混入

※ 1～ 6層は人為的埋め戻 し上

0    1:40    1m

Ｂ
Ｏ

Ａ
◎

L=18 400m

と=18 400皿

第 6図 1～ 3号土坑
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2 土坑

4号土坑

19号溝

L=18 800m

4号土坑
1 10YR3/1黒 褐色～4/1褐灰色  しまりやや密、粘性強 Ⅳ層プロッタ (ゅ 2～ 10Eul)

15%、 炭化物・焼土粒 (ゅ 1～ 2 au)10%各 含む
2 10YR5/1 掲灰■ 1・ 2層と類似するが、水成堆積層であり粘性非常に強い。

Ⅳ層ブロック・炭イヒ物あわせて30/0含む

6号土坑

5号土坑

19号溝

L=18 500m

5号土坑
1 10YR5/1褐 灰色と25C.Y6/1オ リープ灰色 (Ⅳ層崩落土)の混合土

しまり密、粘性非常に強

7号土坑

Ａ
◎ L=18 700m 6'

10号土坑

Ａ
◎

7号土坑
1 10YR3/1暴 褐色～4/1褐灰色 しまりやや密、粘性強 Ⅳ層ブロック (o2～ 10mu1 15%、 炭化物・瞬土粒 (ゅ 1～ 2Ⅲ)各 10°/。含む
2 10YR4/1 褐灰色 Ⅳ層ブロック (ゅ 2～ 5 mm)10%、 炭化物・焼土粒 (ゅ 1～ 2 1an)各 5%含む
3 10YR5/1 褐灰色 1・ 2層 と類似するがヽ 水成堆積層であり粘性非常に強い。IV層ブロック・炭rヒ物あわせて3%含む

Ａ
◎ L=19_300m

A'
O

磯

0     1:40    1洵

0

19号溝

62 L=18500�   6'

0号土坑
1 10YR6/1 褐灰色 しまりやや密、粘性強 酸化鉄 (φ l～ 3mll)5%含 む
2 10YR7/3 にぶい黄褐色 しまりやや密、粘性強 Ⅳ層崩落土

8号土坑 9号土坑

L=19700m  6'
6 卜19000m

8号上坑
1 10YR4/1 褐灰色  しま りやや密、粘性強 Ⅳ層プロック (ゅ 2～ 10nmj l,%、 炭化物・焼上粒 (ゅ 1～ 2 dul)各 10%含む
9号土坑
1 10YR5/1 褐灰色  しまり密、粘性やや強 酸化鉄 (ゅ 1～ 3 nla)25%含 む
10号土坑―

と 1群ミ:サ i褐提各:神蒼崩態三み篭誉笙
性
でま琴慾密怒逢払
下
鑑堡讐寒意岳丞盈習警墓叔するが底面より色調が具い

Ａ
０
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Ⅳ 検出遺構

1号堀 (第 8図、写真図版 6・ 7)

<検出状況> IB5b～ ⅡB7fグ リッドに位置する。他遺構との重複関係は無いが、北端は事業
用地範囲外に廷び、南端は水道管及び電柱敷設の際に壊されている為全形は不明である。検出された

範囲の上面幅や深さをみる限りでは後述する溝と大差無い部分もあるが、後世の地形改変によって大

幅に削平されていることと検出された長さを考慮して今回は堀跡として登録 した。

<形状・規模 > 調査区内では4707m検 出した。前述の通 り南北両端とも調査区外へ延びているた

め全長はさらに長 くなると考えられる。走行方向は北西―南東方向であり、南東端から北へ約27mま

ではN-14° 一Wの方向に直線的に延びる。しかし、そこから北側は緩やかに角度を変え、調査区北

端ではN-34° 一Wま で軸方向が変化 している。

削平が著しいため、上面幅・深さとも本来の規模は留めていない。上面幅は、断面Aか らEの順に

2.3m、 12m、 08m、 17m、 585mである。深さは、断面Aか らEの順に0.56m、 03m、 0.12m、 02

m、 036mで ある。とくに堀の中央部分が非常に狭 くなっているが、これは断面 B～ Eを設定したⅡ

B3グ リッドライン以北がそれ以南よりも一段低 く削平されていた為である。
断面形及び底面の状況は地点によって異なる。断面A付近では、壁面中位付近で平坦面が認められ、

底面が二段階に掘 り込まれているような形状となる。ただし、堆積土の状況をみるとこれらは一連で

掘削されたものではなく、底面の狭い逆台形状のプランが埋没 した後に底面の広い逆台形状のプラン

が掘削されたものと考えられる。断面 B・ C付近については基本的には断面形は逆台形が基調である

が、削平が著しいため皿形となる部分もある。また、断面D付近から北側は二股に分かれており、断

面A付近と同様、堆積上の状況から一方のプランが埋没した後にもう一方が掘削されている状況が確

認された。以上のように見ていくと、平面的には 1条に見える本堀跡は、本来は 2条の堀跡が同位置

に掘削されたものであったと考えられる。メンテナンスの為の掘 り返しであった可能性も考えられる

が、南側では初期の底面より浅く幅広 く掘削されていること、また北西側では位置がずれて掘削され

ていることを考慮すると、初期の堀 (以下、古段階の堀とする)がある程度埋没した後に改めて新し

い堀 (以下、新段階の堀とする)を掘削したものと考えた方が妥当であろう。

なお、断面 E付近から北西側は急激に上面幅が拡大するが、堆積上の状況をみるとこれは流水の作

用ではなく、人為的に掘 り拡げられた部分であると考えられる。

<堆積土> 10層に大別した。しかし、遺構の規模が大きいことから地点によって同一層でも混和物

に若子の相違がみられたため、細分を行った層もある。地山ブロックの混入がほとんど無く、水成堆

積と考えられる状況であることから、自然堆積による埋没であり埋没後も一定期間滞水・流水 してい

たと考えられる。色調・混和物は各層とも大幅な差異は無いが、 8層以下からは近世以降の遺物が出

上していないことと底面直上出上の自然木 (13)の年代測定結果を勘案すると、 1～ 7層 は近世以降

の堆積土、 8層以下は中～近世の堆積土と考えられる。

<出土遺物> 土師器 (かわらけ)176g、 須恵器106g、 陶磁器700g、 自然木を含む木製品、形状

不明の鉄製品が出上している。このうち図示可能なかわらけ 1点・須恵器 1点・陶磁器 9点・木製品

8点 を掲載した。出土傾向としては、陶磁器類は断面A・ C・ E付近の 3・ 4層から、木製品は断面

E付近の 1・ 3層から多く出土している。土師器・須恵器については小破片が全域で微量ずつ出土し

ている。ただし、木製品については水田耕作土除去中に検出された近現代に属する抗等もあった為、

それらを除いた中で遺存状態が良好なものを野外調査中に選別・採取し、さらに室内整理の段階で保

堀

-17-



3 堀

引
二B8b

IB9+

L=18 400m

藝綴綴巖巖感縁霰属忌忌騒綴

'

Ble・Bl十

IB2dト
ギ
B2f

IB3e
ギ
B3f

2m
断面 

― ―

1

2
3
4a
4b
4c
5a
5b
6
7

8
9

10YR5/1 掲灰色砂  しまりやや密、粘性弱
(下駄・杭出土層 )

10YR5/1 褐灰色粘上 しまり密、粘性強
10VR6/2 灰黄褐色粘上 しまり密、粘性強
10YR5/1 褐灰色粘上 しまり密、粘性強
10VR5/1 褐灰色粘上 しまり密、お性強
10YR5/1 褐灰色粘上 しまり密、粘性強
10YR5/1褐 灰色粘土に自～赤褐色砂60%含む
10YR4/1 褐灰色粘上 しまり密、瑞性強
10YR4/1 褐灰色粘土  しまり密、粘性強
10YR4/1 褐灰色粘土  しまり密、粘性強
10YR5/1 褐灰色粘土 しまり密、粘性強
10YR5/1 褐灰色粘土  しまり密、粘性強

φ2～ 5111)15%含 む
10a 10YR4/1 褐灰色粘土 しまり密、粘性強
10b 10YR4/1 褐灰色粘土 しまり密、粘性強
Ha 10YR4/1 褐灰色粘土 しまり密、粘性強
1lb 10YR4/1 褐灰色粘上 しまり密、粘性強

褐灰色粘±15%、 上位に赤褐色砂 10%含む

赤褐色砂 10%含む
自～明黄褐色砂20%含む
酸化鉄30%、 自～赤褐色砂 (ol～ 3all)15%含 む
白～赤褐色砂20%含む
灰 白～赤褐色砂25%含む
しまり疎、粘性やや弱

白色粘± 5%、 赤褐色砂 3%含む
青灰色地山粘±15%含 む
水日の畔 ?

青灰白～黄桂色地山粘±40%含む
地山粘土 (ゅ 5～2041m)15%、 黒色粒 (炭化物 ?、

灰 白色粘±20%、 灰 白～赤褐色砂 10%含む
灰白～赤褐色砂40%含む
鉄分 7%含む
暗灰黄色± 5%含む

IB5引
ト

水
　
路

IB7ョ
ト

O        r 200       8m
平面 卜¬一耳―ィーT―キーーーーーーーー引

第 8図  1号堀

-18-



Ⅳ 検出遺構

管 ,実測が必要なものをさらに選別 している。

<性格・年代 > 本堀跡は 2条の堀が同位置に時期を違えて掘削 されたものであることがわかった。

なお、古段階の堀が掘削され、その位置を トレースするようにほぼ同規模で新段階の堀が掘削されて

いることから、少なくとも新段階の堀は古段階の堀の存在を認識 した (古段階の堀が完全に埋没 して

いなかったか)う えで掘削されたものと考えられる。ただし、遺物の出土状況から古段階と新段階の

堀には一定期間の時間差が考えられることから、古段階の堀については新段階の堀の掘削前に機能を

停止していたと考えられる。性格についてはく一定期間滞水 していたと考えられることから導水施設

として掘削された可能性は高いが、規模を考慮するととくに古段階の堀については区画 (防御 ?)の

為に掘削された可能性も考えられる。

掘削・埋没の年代であるが、古段階の堀については 8層 出上の手づくねかわらけ (5)と 底面直上

から出上した木製品 (13)の年代測定結果 (850± 30yrBP)か ら、13世紀以前に掘削されそれ以降に

埋没を開始したと考えられる。一方で、新段階の堀の堆積土からは大橋編年Ⅳ期の肥前産磁器をはじ

めとする江戸時代後期以降の陶磁器類が出土していることから、その埋没は18世紀後半以降と考えら

れる。

49条検出した (第 9～ 18図、写真図版 8～ 23)。 規模・重複関係などは第 3表の通 りである。遺物

の出土量が少ないことから性格 。年代が不明なものが多い。出土遺物・年代測定結果 。遺構の重複関

係をもとに年代を推定すると、 4・ 17・ 25～ 31・ 34～ 37・ 45,48号溝は古代 (以降)、 43号溝は古代

｀中世、24・ 32号溝は中世以降、18,19・ 44・ 47号溝は近世に属すると考えられる。

形状は、直線的に走るもの (4・ 19。 29,43・ 44号溝など)、 L字状に屈曲するもの (1・ 8号溝 )、

蛇行するもの (3・ 14・ 25号溝など)な どがある。また、 2・ 22・ 38号溝のように途中で二股に分か

れるものや35。 42号溝のように一方の端部が張 り出したり小さく屈曲するものもある。

全長は、14号溝の1.63mを最小として、17・ 25号溝の約33mま である。ただし、大半が調査区外へ

と延びているものであることから、この他にもこれ以上の規模の溝が存在している可能性は高い。

上面幅は、27号溝のように20cm前後のものから18号溝のように16m前後のものまで多様であるが、

大半は lm以下のものである。

深さは削平の影響もあって19号溝を除いて30cm以下と非常に浅く、堆積土も単層のものが多い。断

面形は判然としないものが多かったが、若干でも底部脇が角度をもって立ち上がるものについては逆

台形・箱形、九みをもって立ち上がるものについては皿形とした。

出土遺物は約半数の溝で確認されているが、出土量は少ない。土師器・須恵器・陶磁器の小破片が

ほとんどであり、図示可能な遺物も少なかった。

性格については推定になるが、直線的あるいはL字状となっているものは水田などの区画用、底面

が不整形で水が流れた痕跡が認められるもの (3・ 4号溝など)は導水の為の施設と考えられる。と

くに35号溝のように直線的な溝は断面形が逆台形になるものが多く、古代以降区画の為に断面逆台形

状の溝が掘削されていたものと考えられる。また、 9。 13。 14号溝のように底面に掘削の際の工具痕

跡が残るものもある。

溝

二19-
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第9図 溝・柱穴分割図①
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第10図 溝・柱穴分割図②
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4 溝

刊号溝

1号溝
1  7 5YR5/1

2  10YR4/1

3・ 4号溝

L=18 700�

6     6'

2号溝

6 と=18790m  6'

‰蜘‰
褐灰色 しまりやや密、粘性やや強
黒色粒子 5%、 酸化鉄20%含む
褐灰色 しまりやや密、粘性やや強
酸化鉄20%含む

とこ19_OoOm

L=19,000�

2号溝
1 10YR7/1 灰自色 しまりやや密、粘性やや強 酸化飲2kl%含む
2 10YR6/14FJ灰 色～71灰 白色 しまりやや密、粘性やや強

黒色粒子 (φ l～ 3 aul)30%含 む

Ｃ
Ｏ と=18 700m C'

◎

L=19 000m

5号溝

6 Ha∞Om a'

9号溝
1   10YR4/1

2  10YR5/1

褐灰色  しま りやや密、
粘性強 酸化鉄20%含む
掲灰色 Ⅳ層プロック
50%で冶性非常に強い

11号溝

『韓‐飲

Ａ
◎

L=18 500m

L=18 500m
10YR5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強
IVEプロック下位に多く30%含む

10YR5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強
酸化鉄30%、 Ⅳ層ブロック5%含む

Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ

―
蕉章章奪章窯章森‡‡懸乖軍箪箪摩奪摩iittT摩霰兼森章‡章尊尊建‡輩専輩輩雄

福灰色  しま りやや密、
粘性やや強 やや砂質
Ⅳ層崩落上200/O含む

8号溝

L=18.600m

g号滞
1 10YR5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性強 酸化鉄

(φ l～ 5 uul)30%含 む
2 1tlYR3/2灰 白色～7/2にぶい黄栓色 Ⅳ層崩落上の変色層

12・ 13号溝

L=18_300m

12・ 13号溝
1 10YR5/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強 酸イヒ鉄30%含む

Ｄ
③ L=18.700� L=18 700m

3・ 4号溝
1 7 5YR5/1 褐灰色  しまり密、粘性ゃや強 やや砂質 赤色の砂粒主体に褐灰色粘土含む
2 10YRS/1～ 6/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強 Ⅳ層プロック (2～ 10mm)10%含む
3 10YR7/1 灰自色 しまりやや密、粘性中 灰 白色の砂に�層崩落±20%含む
4 10Y酪 /1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強
5 7 5YR5/1 褐灰色 しまり密、粘性やや強 赤色砂30%含む
6 10VR6/1 掲灰色 Ⅳ層崩落±30～ 50%含む
7 10YR6/1 掲灰色 黒色粒子 (ゅ 1～ jlm)200/O含 む
8 10YR7/8 黄橙色 Ⅳ層崩落土

島∵き,【

`,1者

悟楊百と予ぜモf訪管`魂鶏ぷ輔 巧居謎動、判錢魏謝こ
赤色秒を薄く層状に30%含む

11 10YR5/1～ 6/1 褐原色 しまりやや密、粘性強 Ⅳ層ブロック (2～ 10m l)10%― 含む
※ 1～ 3層が 3号溝堆積土、 4～H層 が 4号溝堆積土

9号溝6号溝

6   L=18.900�   6'

6号溝
1 10YR4/1～ 5/1 褐灰色 しまりやや密、

粘↑生強 IV層 プロック
(ゅ 2～ 10mm1 10%合む

7号溝

L=18 800m

6    6'

7号溝
1 75釈 5/1 褐灰色  しま りやや密、

粘性やや強 Ⅳ層崩落± 5%、
酸化鉄15%含む

10号溝
1 10YR4/1 褐灰色  しまり密、粘性強

酸化鉄35%含む
P39 10YR4/1 褐灰色  しまり密、粘性強

10号溝堆積土より駿化鉄が少ない
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溝口〓

③

‐‐

14号溝  し=18200m
A      A'
O     O

14号溝
la 10YR4/2 灰褐色

粘性強
lb 10VR4/2 灰褐色

粘性中

Ⅳ 検出遺構

15号溝

15号溝
1 10YR5/1 褐灰色  しまり中、粘性

やや強 酸化欽20%含む
2 Ⅳ層再堆積土 青灰色ベースでⅣ層

に似るが、 1層のブロックを
少量含んでお り、しまりは

やや弱い

16号濤
1 10YR6/1 褐灰色 しまりやや密、粘性強

酸化鉄40%含む
2 10VR4/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強

下位にⅣ層ブロックと酸化鉄

各 10%含む
3 10YR4/1褐 灰色とⅣ層ブロック (壁面崩落

上、φ10B l以 下)の混合土

し=18 300m L=18 300m
C   C'
◎   O

A      A'      B       B
O     O     O      O

‰ ‰

号土坑

12号溝 しまりやや密、

酸化鉄30%含む
しまりやや密、

酸化鉄30%含む

16号溝

17号溝  L=18300m

15号溝 補
十

Ⅲ B5+

17号溝
1 10YR6/1 褐灰色  しまりやや密、粘性やや強 酸化鉄40%含む
2 5Y5/1 灰色粘土  しまり密、粘性強 Ⅳ層プロックと酸化鉄 10%ずつ含む
3 2 5GY6/1オ リーブ灰～7/1明 オ リーブ灰  しまり密、粘性強 酸化鉄40%、

下位に灰色± 5%含む 壁面崩落土
4 2 5CV6/1オ リーブ灰～71明 オ リーブ灰粘上 しまり密、粘性非常に強

Ⅳ層に似るが灰色土ブロックを15%含むこと、地点によつて本層
の下に灰色粘土が堆積 していたことから分層

5 5Y5/1 灰色  しまり密、粘性強  2層 に類似するが、酸化鉄の粒子が
φ l BIlほ どと細かく、色調 も明るいため分層

18号溝
し=18 700m A'

◎

13号溝
1 10YR6/1 褐灰色  しまりやや密、雅性やや強 酸化鉄 (ol～ 5 mm)30%含 む
2 10YR5/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強 水成堆積層でやや砂質。

Ⅳ層ブロックを中央付近に多 く25%含む
3 10YR5/1 掲灰色 Ⅳ層ブロック50%含む

19号溝
A'
◎

L=18 700m B'
O L=18 700m

19号溝
1 10YR5/1褐 灰色～71灰 白色  しま り密、粘性強 Ⅳ層崩落±30%、 酸化鉄20%

含む 西側に行 くほど自くなる
10YR7/1 灰 白色 壁面崩落土 (Ⅳ層 )50%含む
10YR7/1 灰白色  しまり密、粘性強 酸化鉄20%含む
10YR6/1 褐灰色  しまりやや密、粘性やや強 砂質だが水成堆積層の為粘性

は強い。酸化鉄30%含む
10YR7/1 灰白色 壁面崩落土 (Ⅳ層)50%含む
5BG6/1 青灰色粘土 Ⅳ層崩落土
10YR5/1 掲灰色粘上  しま り密、粘性非常に強 酸化鉄 15%、 壁面付近に

Ⅳ層崩落土少量含む
58G6/1 青灰色粘土 Ⅳ層崩落土
10YR5/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強 粒子やや粗い 酸化鉄25%含み、
3層よりやや赤～黄色が強い

10YR5/1 褐灰色粘上  しまり密、粘性非常に強 混和物ほとんど無 し
10YR4/1～ 5/1 褐灰色  しま りやや密、粘性強 駿化鉄 とⅣ層ブロック

(ゅ 1～ 34u)を 合わせて35%含む
10YR5/1 褐灰色  しまりやや密、粘性やや強 粘土と砂の混合層で砂が主体

となる。Ⅳ層崩落土・灰 白色粘土ブロックを下位に20%含む

Ａ
◎

Ｃ
◎

断面           m

0     ●150   4m
平面

― ―

第12図 溝・桂穴分割図③、溝断面図②

-23-



4 溝

・ρ

わ

18号溝

19号清

る

名ヽ
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第13図 清・桂穴分割図④
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⑤

□

□

Ⅳ B3+

P240

―
十

ヒB3d

_十ヒB4a

P190
基
本
層
序

P18⑤
Ｐ‐７
⑤

P15
P16⑥  ③

ギ
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25号溝
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_十二B6a Ⅳ B6e

ヾ
「 喚
ド

12 Ⅳ B7e

十
三

P05悪寸」壁
E〕 8d

O P06

P03く) 。P04

ギ

B9d
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溝
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・
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米
菫
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哉

Ⅳ B6+

P140

P13

P12

溝

ヽ` 、
ヽ` 、

32号溝 ヽ` 、、
ヽ`  、、

ギ

B9b

Ⅳ 検出遺構

第14図 清・桂穴分割図⑤
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20・ 21号溝

6卜 18900mざ

29号溝 (A―A')
1 10獣 5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性強 酸化鉄 (ol～ 3 mm)

20%含む
グ1号濡 (B―B')
1 10YR5/1 褐灰色 しまり中、粘性強 酸化鉄 (ゅ 1～ 3 Dul)

20%含む 20号溝1層よりしまり弱い

22号溝

22号溝
1  10YR5/1

23号清

鞘磯

褐灰色 しまりやや密、粘性
やや強 黒色粒子・酸イヒ鉄
(む 2～ 4all)各 10%含 |む

L=18,700m
D    D'
O   ◎

10%、 Ⅳ層崩落ブロック (ゅ 5～80mm1 150/c含む
Ⅳ層崩落ブロック (ゅ 5～ 30H l)15%含 む
50/O含む

Ⅳ層崩落土と 1層の混合層で25号溝 2層より白く、粘性も強い

L=18.700m

L=18 700m
E     E'
O    ◎

『坤蘊Ⅷ鵜
４∽１磯

24号溝 25・ 26・ 27号溝

Ａ
◎ L=18.800m

24号溝
1 10VR2/1～ 3/1 黒掲色 IV層崩落土含む

25。 26・ 27号溝
1 10YR,/1 褐灰色  しまり中、粘性やや強 Ⅳ層プロツク (b3～ 5El)5%合 む
2 10YR5/1褐 灰色 と10YR7/8黄 橙色の混合上 しまりやや密、粘性強  1層 と壁面崩落土

(Ⅳ層)の混合層
3 10YR5/1～ 6/1 褐灰色 しまりやや密、粘性強 酸化鉄 (ol～ 3 Hull)
4 10YR6/1 掲灰色 しまりやや密(粘性強 酸化鉄 (,1～ 3 Hul)10%、
5 10YR5/1 褐灰色 しまり中、粘性やや強 Ⅳ層ブロック (,3～ 5Ш )
6 10YR7/2に ぶい黄橙色と10YR5/1褐灰色が7:3の割合で混合 粘性強
※1～ 3が25号溝、4・ 5層が26号溝、6層が27号溝推模土

25%、 Ⅳ層崩落プロック (ゅ 5～ 3伽n30%含む
0 10YR4/1～ 5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性輩 酸化鉄 (ゅ 1～ 3ma)25%、 Ⅳ層崩落プロック (ゅ 5～30m l)30%含む
※1 1層が29号溝、2層が30号溝、3層が31号溝堆積土

32号溝

,

28号溝

L=13.700m

20号溝
1 10YR5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性強

酸化鉄10C/。、Ⅳ層崩落プロック
(o2～ 19mHl1 5 0/O含む

32号溝
1 10YR4/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強 黒色粒子

(φ 2～ 10EI)10%、 底面付近にⅣ層ブロック
3%含む

35号溝

35号溝
1 5Y5/1 灰色 しまり中、粘性強 酸化欽20%、

上面に赤褐色砂15%含む

褐灰色  しまりやや密、粘性強 酸化鉄 (ゅ 1～ 3 all)
25%、 Ⅳ層崩落ブロック (φ 5～20111)15%含む
褐灰色  しまりやや密、粘性強 酸化鉄 (φ l～ 3411)

36号溝

,

34号溝

L=18.900m

褐灰色 しま りやや密、粘性強
上位に黒色の酸イと鉄 (ゅ 2～ 5 mll)
30%、 下位に赤色の酸化鉄200/O含む

Ⅳ 検出遺構

褐灰色  しまりやや密、お性
やや強 黒色粒子・酸化鉄
(o2～ 4皿m)各 10%含む

6卜18.800m6'

L=18 800m

29・ 30・ 31号溝
1 10YR4/1～ 5/1

2 10VR4/1～ 5/1

Ｂ
⑥ 19 000m  S'

6 L=19900m 6'    s卜 18,700m S

は  伊
36号溝
1 10YR5/1～ 6/1 褐灰色粘上 しまり密、粘性強 酸化鉄20%、 Ⅳ層ブロック (φ 3～ 104ull)

10%含 む
2 10YR5/1 褐灰色粘上 しまり密、粘性強 黒色粒子5%含む 非常に硬く締まる
3 10YR5/1 褐灰色粘上 Ⅳ層ブロック40%含む 下位はやや砂質で1層同様硬く締まる

※2 性質は踏似するが各層の境界に若千酸化鉄の薄い層が形成されているためそれをもとに分層

33号溝
1 10YR5/1褐 灰色 しまりやや密、粘性強

酸化鉄10%、 Ⅳ層崩落プロック
(o2～ 10au)5%含 む

第16図 清断面図③

-27-



4溝

37号溝

6口1蜘 6'

8

37号溝
1 19VR6/1 褐灰色粘土 しま り密、粘性強

黒色粒子 5%含む

L■19.300m EⅢ

◎

1 5VR6/1 医●粘上 しま―りやや密(粘性強 38・ 40号溝より若千色調が青い

:1群鑑先糧優雹震解導態Ⅲ罐柱響
ヒ
観む談島砿ζ撃)'%含

む
4 19YR5/1～6/1 鴇灰色 しまりやや継、粘性強 酸化鉄30%、 黒色粒子15%含 む
5 2.5Y5/1 黄医色 しまりぐや亀、粘性強 やや粒子粗い 酸化鉄 (φ 2～ lllmm)20%、 黒色粒子190/O含む
※1層が39号溝、2層が40号溝、 3・ 4層ヵ望1号溝、5層が42号溝堆横土

引

里 ld ⅣA刊 fト

中

2o

+2f

_寸里必 3d

Ⅳ A4d

0        1■ oo       4ぬ

38号鷺
1 10YR5/1 褐灰色 しまり密、粘性強 酸化鉄

(ゆ 1～ 5nH1 2o%含 む

39・ 40・ 41 ・ 42手 }捐尊
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Lこ19 200m

第17図 溝・柱穴分割図⑦、溝断面図④



L=19200m  6'

43号溝
1 10YR4/1 褐灰色 しまり密、粘性強

酸化鉄35%含む
2 10YR4/1 褐灰色 しまり密、粘性強 やや砂質

黒色粒子35%、 酸化鉄 5%含む
3 10YR4/1 褐灰色粘土 しまり密 Ⅳ層ブロック

(ゅ 5～ 10Dl)10%含む

44号濤
1 10YR4/1 褐灰色粘上 しまり密 赤褐色の

酸化鉄60%含む
2 10YR4/1 褐灰色粘土 Ⅳ層プロック (ゅ 2

～101a)15%、 酸化鉄20%含む

Ⅳ 検出遺構

L‐ 19000m  6'

け
45号溝
1 10YR4/1 褐灰色  しまり密、粘性強 Ⅳ層プロック

(φ 2～ 5al)、 酸化鉄各25%含む。南側
はⅣ層ブロック少なく、酸化鉄が多くなる

46号溝

6 と=19400m 。

sL=19 400m s'

46号溝
1 25Y5/1 黄灰色粘土 酸化鉄20%含む
2 25V7/6 明黄褐色粘土 Ⅳ層再堆積土

49号溝

S   L=20 700m   S'

48号溝
1 10YR5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強
2 10YR5/1 褐灰色  しまりやや密、粘性やや強

P35

L=18 900m
A   A'
◎   ◎

炭化物 (φ l～ 10EI)20%、 黄橙色地山プロック5%含む
炭化物30%、 黄橙色地山ブロック 5%含む

P35
1 10YR4/1 褐灰色  しまりやや密、粘性強 Ⅳ層ブロック

(φ 5～ 10Hll)10%、 酸化鉄 (φ l～ 3 1nll)20%含 む
2 10YR5/1褐 灰色に10YR7/8黄 橙色 (Ⅳ層崩落土)含む 粘性強

遺物出土

49号溝
1 10YR5/1 灰褐色粘土

しまり密、粘性強

炭化物 (φ 2～ 5 Dld)
5%含む 0     1140     1m

第18図 溝断面図⑤

65個検出した (第 9。 10・ 12～ 15・ 17図 ・18図、写真図版24。 25)。 全てⅣ層上面で検出している。

規模・形状は第 4表の通りであり、上面が削平されているため規模が小さく浅いものがほとんどであ

る。ⅣBグリッド内で幾つかの集中域がみられるが、掘立柱建物や柱穴列を構成するような規則的な

配置のものは確認できない。出土遺物も乏しく、図示できたものはP29出上の石鏃 (36)と P59出土

の土師器甕 (37)のみである。

穴柱

］磯
47号溝
1 25Y5/1 黄灰色 しまりやや密、粘性強

やや粒子狙い 酸化鉄 (ゅ 2～
10al)20%、 黒色粒子 10%含む。
北側ほど黒色粒子の割合高くなる
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第 3表 溝計測表

遺構名
分割図

No

タリノド

北 (西)→南 (東 )
主 軸 方 向

規  模

全長 (m)1 幅 (cm) 1 深さ (伽 )
横断面形 堆積土

1号溝 ① IB5d→ IB6d N-71° 一W、 N-63° ―E 1065 25-57 8 皿形 層

2号溝 ① ⅡA2 →ⅡB6j N-49° 一W (2203) 52-163 13 皿形 2層

3号溝 ① ⅡA8 →ⅡB8d N-55° ―W・ N-27° 一E (2134) 36～ 127 皿・ 逆台形 3層

4号溝 ① ⅡA4 → IB9e N-45° 一W (2905) 50～ 155 皿・ 逆台形 層

5号溝 ① ⅡA7 →ⅡB7a N-53° 一EoN-72° ―E (733) 21-86 6 皿形 層

6号濤 ① ⅡAS →ⅡB8a N-68° 一E (470) 48-102 12 皿形 層

7号溝 ① ⅡB7b→ ⅡB7c N-72° 一W・ N-70° ―E (436) 19-40 5 IIl形 層

8号溝 ① ⅡB7b→ⅡB8c N-30° 一W・ N-69° ―E (946) 33～38 逆台形 層

9号溝 ① ⅡB9d N-31° ―W (150) 5 Ell形 2層

10号溝 ② mBld→ ⅢB2d N-16° 一W (532) 48 11 不整形 層

11号溝 ② ⅡB9b→ ⅢB3d N-20-48° ― おヽ′ (1957) 39-55 皿・逆台形 2層

と2号溝 ② ⅢBld→ⅢB3d N-31° ―W (689) 4 阻形 1層

[3号溝 ② ⅢB2d→ⅢB3e N-27° ―W 7 Hl形 1層

14号溝 ② 皿B2c N-5° ―W 38 箱形 1層

15号溝 ② ⅢB3b→ ⅢB4c N-34° ―Ⅵ「 (395) 53 5 Ill形 2層

16号溝 ③ ⅢB5d→ ⅢB6d N-25° 一W (436) 55 12 逆台形 3層

17号溝 ③ ⅢBle→ ЩB9 N-13° ―WoN-6-40° ―E (3291) 43 絡形 5層

18号溝 ④ ⅣA6j→ⅣB6b N-53° ―E (966) 163 19 逆台形 3層

19号溝 ④ ⅣA7j→ⅣB9c N-44° 一W (1529) 59～ 138 箱・ 逆台形 12層

20号溝 ④ ⅣA9j→ⅣB8a N-68° ―E (535) 9-36 6 IIll形 層

21号溝 ④ ⅣA9 →Ⅳ B9b N-69° ―E 13-74 8 皿形 層

22号溝 ④ Ⅳ A10 →Ⅳ B10b N-81° ―E (729) 23-110 ? 皿形 層

23号浦 ④ ⅣB9a→Ⅳ B10a N-18° ―W 42 7 皿形 層

24号溝 ⑤ Ⅳ B c→ⅣB6d N-13° ―W (1793) 4 ftll形 ? 層

25号濤 ⑤ Ⅳ B b→Ⅳ B10c N-1～ 33° 一W (3232) 21-40 8 皿・ 逆台形 3層

26号薄 ⑤ Ⅳ B b→Ⅳ B10c N-1～ 14° 一W (3146) 19ハヤ44 8 皿・ 逆台形 2層

27号溝 ⑤ ⅣBGc→Ⅳ88c N-4° ―E・ N-6° 一E (987) 17-24 3 Ill形 層

28号簿 ⑤ Ⅳ B9c→ Ⅳ B9d N-76° 一E (581) 5 皿形 層

29号溝 ⑤ Ⅳ B7b→ VBle N-27° ―Ⅵ′ (1947) 36-74 逆台形 層

30号溝 ⑤ ⅣB7b→ⅣB9c N-10° ―W (1032) 7 逆台形 層

31号溝 ⑤ Ⅳ87も N-26° ―W (280) 6 Ell形 層

32号溝 ⑤ Ⅳ87a→ Ⅳ89b N-23° 一W (1105) 54-69 6 皿形 層

33号溝 ⑤ Ⅳ B10d N-66° ―E 5 Ell形 層

34号溝 ⑥ Ⅳ B10o→ VBle N― 9 ―∬/ 574 (69) Ell形 ? 層

35号溝 ⑥ VBla→ Ⅳ B10d N-71° ―E (1406) 24-66 逆台形 層

36号溝 ⑥ VB2a→ Ⅳ B10e N-36～ 77° 一E (1720) 43-82 逆台形 層

37号溝 ⑥ VBld N-62° 一E (154) 4 皿形 層

38号溝 ⑥ VB7c→ VB7d N-9°  ―WoN-69° 一E (483) 44-67 10 不整形 層

39号清 ⑤ VB5c→V87d N-2～ 21° 一W 44 11 逆台形 層

40号溝 ⑥ VB5c→VB7d N-12～ 30° 一W [1) 50 7 Ell形 層

41号薄 ⑥ Ⅳ B10c→ VB7c N-5～ 9Ψ ―W・ N-1▽  ―E (2825) 65´ヤ104 9 逆台形 2層

42号溝 ⑥ VB2b→VB4c N-20° ―MI (1130) 86 8 不整形 層

43号濤 ⑥ VB3a→ VB2 N-79° ―E (1408) 35～ 70 不整逆台形 層

44号溝 ⑥ VB5c→ VB4e N-68° ―E (1067) 100 逆台形 層

45号溝 ⑥ VB5c→ VB5f N-73～ 88° 一E (1006) 38～ 75 逆台形 層

46号溝 ⑥ VB2a→ VB5b N-19° ―E (1399) 47-55 12 皿・逆台形 2層

47号溝 ⑥ VB3b→VB6b N-2° ―E (1021) 12 箱形 1層

48号溝 ⑦ ⅣAl N-10° 一W (223) 66～ 189 不整形 2層

49号濤 ⑦ ⅣA2d N-72° ―E (155) 58 16 Ell形 1層

※規模欄の ( )は残存値、出土遺物欄の ( )は掲載番号
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出 土 遺 lt/1

重 複 関 係

(旧期 <◎ =本遺構 <新期)
時 期 備 考 遺構名

2号溝 <◎ 不 明 1号浦

須恵器 31g ◎ く ユ号溝 不 明 2号溝

土師器 53g、 鉄津 955g 4号溝 <◎ 不明 3号溝

土師器 165g、 須恵器 128g ◎ <2号土坑 。3号溝 古代 4号溝

土師器 81g 不 明 5号溝

不 明 6号濤

◎ く 4 号溝 承 明 7号溝

不明 9,10号 満と一連か 8号溝

不 明 9号涛

P39<◎ 不 明 10号溝

不 明 11号溝

◎<3号土坑 不 明 12号溝

17号溝 <◎ 禾 明 13号溝

不明 工具痕 14号溝

不 明 15号溝

17号溝<◎ 不 明 16号 溝

須恵器 395g(21) ◎く13,16号溝 古代 17号 済

土師器 79g、 須恵器 132g、 陶磁器 08g 19号溝<◎ 近世 18号溝

土師器 59g 4・ 5・ 6号土坑<◎ 近世 19号溝

P33<◎ 不明 20号溝

土師器 65g 不明 号ii4

土師器 105g、 須恵器 25g 23号溝<◎ 不明 22号溝

◎<22号溝 不明 23号溝

陶器 (22)、 須恵器 669g 中世 ? 24号溝

土師器 14g、 須恵器 71g 26号溝・ P21<◎ <27・ 28・ 29号溝 古代 25号溝

石鏃 (23) P32<25・ 28・ 29号溝 古代 26号溝

25号溝 <◎ <28号 溝 古代 27号溝

土師器 07g 25。 26号溝 <◎ <29号 溝 古 代 28号蒲

土師器 68g(24)、 須恵器 541g 25・ 26・ 27・ 28・ 30。 31号溝 <◎ <35。 36号溝 古 代 29号溝

石鏃 (25)、 土師器 44g 31号溝<◎ <29号溝 古代 30号溝

◎<29・ 30号溝 古代 31号溝

陶磁器 13g(26)、 土師器 268g、 須恵器 135g 中世 ? 32号溝

不 明 33号浦

土師器 348g(27)、 鉄津 928g 35・ 36号溝 <◎ 古代以降 34号溝

須意器 1076g(28)、 土師器 751g 29号溝 <◎ <34・ 41号溝 古代 ? 46810± 520 yrBP 35号溝

土師器 750g(29)・ 須恵器 738g(30) 29。 37号溝 <◎ <34・ 41・ 46号溝 古代 36号溝

◎<36号溝 古代 37号溝

40号溝 <◎ 不 明 38号溝

須恵器 210g(31)、 土師器 109g 40,41号溝<◎ 不 明 39号濤

41号濤 <◎ <38・ 39号溝 不明 40号薄

土師器 1489g(32)、 須恵器 298g 35。 36・ 42・ 43・ 44号溝 。P61・ 62<◎ <39。 40号溝 近世以降 41号満

43号溝・ P60<◎ <41号溝 不 明 42号溝

土師器 94g ◎<41・ 42・ 46号溝 古代～中世 890± 30 yrBP 43号溝

陶磁器 298g(33・ 34) ◎<41号溝 近世 44号溝

土師器 41g、 須恵器 86g 古代 45号溝

36・ 43・ 47号溝 <◎ 不明 46号溝

土師器 37g、 須恵器 26g、 陶磁器 39g ◎く46号溝 近 世 47号溝

須恵器 148g(35)、 土師器 318g 古代 48号溝

不明 49号溝

Ⅳ 検出遺構
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第 4表 柱穴計測表

No
分割図

No
グリット

上面規模

(cm)

深さ

(cn

底面標高

(m)
土 層 註 記 備  考

③ ⅣB9d 19× 15 9 1852 10 YR 4/1 掲灰色 しまり密、粘性強 酸化鉄 (φ l～ 3 mm)15%含 む
⑤ ⅣB9d 20× 15 11 10 YR 5/1褐 灰色 しまり密、粘性強 黒色粒子 (φ 2～10mm)10%含 む
⑤ ⅣB8d 36× 27 ll 1841 10 YR 5/1褐灰色 しまり密、粘性強 黒色粒子 (φ 2～10鰤)10%含 む
⑤ ⅣB8d 25× 20 10 1843 10 YR 4/1 掲灰色 しまり密、粘性強 酸化鉄 (り 1～ 3 mm)15%、 Ⅳロブロック10%含 む

P05 ⑤ Ⅳ B8 23× 21 14 1841 10 YR 5/1 掲灰色 しまり密、粘性強 黒色粒子 (φ 2～ 10mm)10%含む
P06 ⑤ Ⅳ B8d 28× 23 12 10 YR 5/1 掲灰色 しまり密、lbll強 黒色粒子 (φ 2～ 10mm)10%含む

P07 ⑤ ⅣB8c 21X18 27 1842
10 YR 7/8 黄橙色 しまり密、粘性強 Ⅳ層起源の壁面崩落と
10 YR 4/1～ 5/1 掲灰色 しまり密、粘性強

③ ⅣB8c 21× 16 1853 10 YR 4/1～ 5/1 4目灰色 しまり密、細生強
⑤ ⅣB9d 17× 15 11 1842 10 YR 4/1 褐灰色 しまり密、粘性強 酸化鉄 (φ l～ 3 mm)15%含 む

P10 ⑤ Ⅳ B9d 21× 16 14 1847 10 YR 4/1 掲灰色 しまり密、粘性強 酸化鉄 (φ l～ 3 mm)15%合 も
P12 ⑤ Ⅳ B6c 26X23 1843 10 YR 4/1 掲灰色 しまり中、粘性強 Ⅳ層ブロックlo%含 む
P13 ⑤ Ⅳ B6 24× 20 9 10 YR 4/1 掲灰色 しまり中、粘性強 Ⅳ層ブロック10%含む

P14 ⑤ Ⅳ B6 18X18
10 YR 4/1 掲灰色 しまり密、粘性強 酸化鉄 (φ l～ 3 mm)15%合 む
10 YR 6/8～ 7/8 黄橙色 Ⅳ層崩落土

⑤ ⅣB4c 25× 21 1841 10 YR 4/1 掲灰色 しまり中、粘性やや強 Ⅳ層崩落土含みややしまり弱い。粒子やや粗い
P16 ⑤ Ⅳ B4b 25× 23 1838 10 YR 4/1 掲灰色 しまり中、粘性やや強 Ⅳ層崩落土含みややしまり弱ヽ、粒子やや粗い

P17 ⑤ Ⅳ B4 29× 26 16 1832
10 YR 4/1 1日 灰色 しまり中、粘性やや強 Ⅳ層崩落土合みややしまり弱↓、粒子やや粗い
10 YR 4/1褐 灰色にⅣ層筋落±30%含む 全体に黄色がかる

⑤ Ⅳ B4b 39× 28 10 YR 4/1 掲灰色 しまりやや雹、粘性強 Ⅳ層筋落±20%含も
⑤ Ⅳ B4b 22X21 10 1845 10 YR 4/1 褐灰色 しまりやや密、粘性強 Ⅳ層筋落±20%含む 土師器 12g

⑤ ⅣB4b 23× 20 1841
10 YR 7/8 黄橙色 Ⅳ層崩落土
10 YR 4/1 掲灰色 しまりやや密、粘性強 Ⅳ層筋落±20%含む

⑤ ⅣB4b 20× 19 1886 10 YR 3/1黒掲～4/1掲灰色 しまりやや密、粘性強 25号溝に切られる

⑤ Ⅳ B3b 21× 17 11 10 YR 4/1 褐灰色 Ⅳ層ブロック10%含む
P23 ⑤ Ⅳ B3b 39× 24 18 1838 10 YR 4/1 褐灰色 Ⅳ層ブロック20%合も

⑤ Ⅳ B3b 21× 19 1850 10 YR 4/1 掲灰色 Ⅳ層プロックlo%含 む
⑤ Ⅳ B2b 29× 18 11 1842 10 YR 3/1 黒褐色 しまりやや密、粘性強 下位にⅣ層ブロック10%含む

⑤ Ⅳ B9 26× 20 1861
10 YR 4/1 掲灰色 しまり密、粘性強 酸化鉄 (φ l～ 3 mm)15%含 む
10 YR 6/8～ 7/8 黄橙色 Ⅳ層筋落土

⑤ Ⅳ83b 24X22 11 1839 10 YR 3/1 黒掲色 しまりやや密、la14強 下位に
'層

ブロック10%含む

P28 ⑤ Ⅳ82a 29× 23 27 註記なし

P29 ⑤ ⅣB2b 28× 26 1817 10 YR 3/1 黒掲色 しまりやや密、粘性強 下位にⅣ層ブロック10%含む 石鏃No 86

P30 ⑤ ⅣB2b 23× 18 11 1847 10 YR 3/1 黒褐色 しまりやや密、粘性強 下位にⅣ層ブロックlo%含む
⑤ Ⅳ 82b 27× 21 註記なし

P32 ⑤ Ⅳ B4 34× 21 9 10 YR 5/1 掲灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層萌落±25%合む 26号溝に切られる

④ ⅣA9j 31× 26 10 YR 5/1掲 灰色と7/8黄桂色 (Ⅳ層)の混合主 しまり密、粘性強 下位ほどⅣ層ブロック多い 20七清に研られる

P34 ④ ⅣA9 28× 25 1846 10 YR 4/1 1B灰 色 しまりやや密、粘性強 Ⅳ層ブロック (φ 5～10mm)10%、 醐ヒ鉄 (φ l～ 3 mm)20%含 む

P35 ④ ⅣA7j 41× 26
10 YR 4/

10 YR 5/

掲灰色 しまりやや密、thlft強  Ⅳ層ブロック (φ 5～ 10側)10%、 醐ヒ鉄 (φ l～ 3 Ⅲm)20%含 む
掲灰色に10 YR 7/8黄橙色 (Ⅳ層筋落土)40%含む 粘性強

土師器 14g

第18図 に断面図

P36 ④ ' Ⅲ B 47× 32 9 10 YR 6/ 掲灰色 粘性強
P37 ② d 40× 32 8 1817 10 YR 5/1 掲灰色 しまりやや密、粘性やや強 醐ヒ鉄40%含む

② Ⅲ B d 45× 38 6 1818 10 YR 5/ 掲灰色 しまりやや密、torllや や強 酸イヒ鉄40%含む
P39 ② Ⅲ B d 3X(21 7 1815 10 YR 4/ 掲灰色 しまり密、粘性強 10号溝堆積土より酸化鉄少なヽ 10号溝に切られる

② Ⅲ B d 42× 41 11 1815 10 YR 5/ 褐灰色～7/1灰 白色 しまりややよ lbllやや強 開ヒ鉄30%含む
⑤ VB 25× 23 10 YR 4/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック φ5～20mm1 30%含む
⑤ 20× 20 15 1862 10 YR 4/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック %含む
⑤ 15× 15 9 1864 10 YR 4/1 掲灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック %含む
④ 20× 19 21 10 YR 3/1 黒褐色 しまりやや密く粘性やや強 Ⅳ層ブロック φ3～10mm1 15%含む
④ 26× 22 12 10 YR 4/1 掲灰色 しまりやや&粘性やや強 Ⅳ層ブロック %含む
④ 20X17 10 1865 10 YR 4/ 掲灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック %含む

P47 ⑤ 24X22 9 1871 10 YR 4/ 掲灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック %含む
④ VB 18× 17 15 1863 10 YR 4/ 掲灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック φ5～ 20mm)30%含む
④ 21× 17 1860 10 YR 4/ 掲灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック φ5～ 20mm)30%含む
① b 40× 35 17 1840 75 YR4/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック15%含む
④ AB 23× 21 17 1841 10 YR 5/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック (φ 10口 m)10%含も

P52 ④ Ⅳ B b 20× 18 1832 10 YR 5/1 掲灰色 しまりやや衝、粘性やや強 Ⅳ層ブロック(φ l～ 3 mm)10%含 む
P53 ⑦ Ⅳ A d 44× 39 14 2058 10 YR 3/3 暗掲色粘土 粘性強 黄橙色粘土含む

⑥ 21× 21 8 1886 10 YR 6/1 褐灰色 しまりやや密、粘性やや強 Ⅳ層ブロック下位に20～30%含む
P55 ⑥ VB 36× 24 7 1887 10 YR 6/1 掲灰色 しまりやや家 粘性やや強 Ⅳ層ブロック下位に20～30%含む
P56 ⑦ Ⅳ A d 27× 25 2058 註記なし

P57 ⑦ Ⅳ A d 23× 20 2022 10 YR 3/3 暗褐色粘上 粘性強 黄橙色粘土含む
P58 ⑦ Ⅳ A d 26× 20 2039 10 YR 6/1 褐灰色粘上 下位にⅣ層崩落土多量に含む
P59 ⑦ Ⅳ A d 25× 18 2050 10 YR 6/1 褐灰色帖上 下位にⅣ層崩落土多量に合む 土師器98g ttl1 37

⑥ VB 31× 22 15 1895 25Y5/1 黄灰色粘土 黄橙色酸化鉄20%含む
⑥ VB 26× 23 1881 25Y5/1 黄灰色粘土 黄橙色酸化鉄20%含む 41号溝に切られる

P62 ⑥ VB 17× 17 11 1890 25Y5/1 黄灰色粘土 黄楢色酸化鉄20%含 む 41号溝に切られる

P63 ⑥ VB d 23× 23 13 1855 25Y5/1 黄灰色粘土 黄橙色酸化鉄20%含む 42号溝に切られる

⑥ VB d 26× 22 1831 10 YR 4/1 褐灰色粘土 )H常 に硬く締まる Ⅳ層ブ9/ク 10%含む
P65 ⑥ VB3b 23× 17 18 1898 10 YR 4/1 掲灰色粘土 非常に硬く締まる
P66 ⑥ VB3b 29× 29 と901 10 YR 4/1 褐灰毯意土 非常に硬く締まる
※P llは 登録・ 精査後 に
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V出 土 遺 物

今回の調査では、土器 (土師器 。須恵器 。かわらけ)、 陶磁器 (中世陶器・近世～近代陶磁器 )、 石

器 (石鏃・礫石器 )、 石製品 (砥石・石臼)、 木製品 (下駄・建築部材・杭 )、 その他 (獣歯・種子 )

が出上した。しかし、出土量は少なく総重量は10kg弱である。以下では種別ごとに説明を加える。

1土  器

土師器が766g、 須恵器が718g出上している。摩耗 した小破片がほとんどであり、完形に復元でき

る個体は皆無である。なお、今回の調査ではかわらけも出上しているが、小破片では土師器との区別

が困難であることから重量は土師器に含めている。

土師器には郭と甕があり、 4点を掲載 した (27・ 29。 32,37)。 杯はロクロ成形で、不掲載のもの

を含めて内面に黒色処理が施されるものは無い。奏は回縁部と底部の破片があるが、いずれもロクロ

を用いないで成形されている。

かわらけは 2点出土 しており、全点掲載した (5。 38)。 5は手づ くねかわらけで、口縁部には二

段のナデ調整が認められる。38は ロクロかわらけ小皿と考えられるが、全形は不明である。

須恵器は郭と壷類 。大甕があり7点掲載した (4。 21・ 24・ 28・ 30。 31,39)。 壺類はロクロ成形

で、内外面に回転ナデ調整が施されるものと外面に削 り調整が施されるものがある。大甕は外面に叩

き日、内面には指押さえの痕跡が認められる。

2陶 磁 器

明確に現代の製作と考えられるものを除いて約 2 kg出 土しており、遺構内出上のものを中心に19点

を掲載した。いずれも国産で、大きく中世陶器と近世 (～近代)陶磁器に大別できる。

(1)中 世 陶 器 (2・ 22・ 26・ 35・ 40・ 41)

渥美窯産陶器・常滑窯産陶器・伊豆沼窯産陶器がある。

渥美窯産陶器としては甕の体部破片が 2点出土しているが、いずれも小破片である (26・ 40)。

常滑窯産陶器は、甕と鉢の回縁部破片が各 1点出土している (2・ 35)。 2は回縁端部の造作から

13～ 14世紀に属すると考えられる。35は 山茶碗系の無釉陶器の可能性がある。

伊豆沼窯産としたものには、甕の底部破片と片口鉢の口縁部破片がある (22・ 41)。

(2)近世 (～近代)陶磁器 (1・ 6～ 12・ 33・ 34。 42～ 44)

器種には碗・皿類と鉢類があり、産地は美濃窯・肥前 ,大堀相馬・東北地方産がある。年代的には

近世初期 (16世紀末～17世紀初頭=瀬戸窯編年大窯 4期～連房式登窯 I期 )、 近世後期 (18世紀=肥

前大橋編年Ⅳ期 )、 その他不明のものに分類できる。

1)続・皿類

6は大堀相馬産陶器碗である。高台部を除いて灰釉が施される。 7は肥前産陶器皿である。灰釉を

ベースに銅緑釉が流 し掛けされ、さらに体部内面に蛇の目状の釉剥 ぎが行われる。また、釉剥ぎされ

た部分には焼成時に使用された砂目の痕跡が認められる。 8は産地不明の陶器皿である。黄色がかっ
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3 木製品

た灰釉が施され、体部内面には重ね焼きの痕跡が認められる。10は産地不明の陶器小皿である。釉薬

は施されず、赤掲色の焼き上がりである。底部には回転糸切の痕跡が認められる。33は美濃窯産志野

皿である。全面に長石釉が施される。34・ 43は肥前産磁器皿である。両者とも単色呉須の製品で、内

面に草花文が描かれた後に透明釉が施される。44は東北地方産と考えられる磁器紅皿である。

2)鉢類
鉢類には悟鉢・鉄絵鉢・向付 。その他形状不明なものがある。 1・ 42は東北地方産と考えられる橋

鉢で、内外面に鉄釉が施される。11は鉄絵鉢である。体部は直線的に外方に立ち上がり、口縁部は玉

縁状となる。胎土及び外面の色調は暗灰色である。 9は美濃窯産志野向付である。小破片で全形は不
明であるが、日縁部の形状から灰落しに類似 した形状の向付 と考えられる。12は産地不明の筒形鉢で

ある。底部脇に最大径を持ち、上部ほど直径が小さくなっていく。底部外面を除いて暗緑色の灰釉が

施され、体部外面には責白色の灰釉が三度掛けされる。胎土は赤橙色である。

3木 製 品

全て 1号堀から出土しており、選別・採集の方法については前章の通 りである (13～ 20)。

13は底面直上から出土 した自然木である。残存する部分には加工痕が認められないことから自然木

と判断した。年代測定の結果、850± 30μBPと いう年代が得られている (第Ⅵ章第 2節 )。
14・ 15は杭である。いずれも先端部に加工痕が認められ、本体部には若干樹皮が残存 している。材

質は、14がサクラ属、15がアカマツである。

16は建物の建築部材と考えられる木製品である。全体に腐食が著 しいが、一端にホゾ穴と考えられ

る加工痕が認められる。材質はアカマツである。

17は アカマツ製の板材である。両側面に面取 りの痕跡が認められる。

18は差歯式の下駄である。本体部分は底面の長い四角錐状で、鼻緒を取 り付けるための穴が三箇所

確認できる。歯を取 り付けるための穴も二箇所確認できるが、歯は 1個 しか残存していない。本体部

分の材質はナナカマ ド属である。なお、歯については樹種同定を行っていないが、一般的に本体 より

強度の高い材 (ケヤキなど)が使用されることが多い。本例 も本体より硬い材質であることからケヤ
キの可能性がある。

19は用途不明の製品である。形状的には差歯式下駄の歯の可能性もあるが、18と は同一個体ではな

い。樹種同定は行っていないが、18の本体部分より硬い木材 (ケ ヤキか)が使用されている。
20は先端が杭状に加工された製品である。建築部材の可能性もあるが用途は不明である。材質は19

と類似 した硬い木材である。

4 石 器 。石 製 品

8点掲載した (3,23・ 25,36。 45～ 48)。 石鏃は 5点掲載した (23・ 25,36・ 45。 46)。 刃部平面

形はいずれも長三角形である。基部形状は、有茎式 (23・ 25)・ 平基式 (36)。 凹基式 (45・ 46)が
ある。材質は、頁岩及び珪質頁岩である。

3は砂岩製の磨石である。大部分欠損しているが、一面に使用痕が認められる。47は凝灰岩製の砥

石である。大部分欠損 しているが、一面に使用痕が認められる。48は花前閑緑岩製石臼の上臼である。

全体の約 1/6しか残存 していないが、放射状の卸し目と穀物を落とし込む穴が確認できる。
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サンプル採取箇所
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5 金属製品

5金 属 製 品

全て遺構外からの出土で、 4点掲載した

50は一銭銅貨である。51・ 52は鉄淳である。

(49～ 52)。 49は方頭式の鉄鏃で、関部は台形関である。

51は流状津、52は鍛冶淳であり、いずれも磁着はしない。

遺構外②

☆
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‖え
●45
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呻

□
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第22図 出土遺物 (4)

第 5表 土器観察表

種別 器種 出土地点・層位 部位
計測値 (clr) 残存率 (%) 調整技法

内面/外面/底部
外面色調 備 考No

器 高 回径 底 径 底 径 底 径

4 須恵器 郭 1号堀断面 E南側 Ⅲ c層 口縁部 [16] 3 0 回転ナデ/回転ナデ/― 掲色

5 かわらけ lll 1号堀  8層 上面 口～底 [155] 5 0 ナデ/ナ デ/― 橙色 手づ くね

須恵器 大甕 17号溝断面 C 底面直上 体 部 0 0 叩 き/指押 さえ/― 青黒色

須恵器 大甕 29号溝 堆積土上位 体部 0 0 不明/ナ デ/― 灰白色

土師器 甕 34号溝 堆積土 底 部 0 3 ケズリ/ナ デ/木葉痕 にぶい黄橙色

須恵器 〓霊 35号 溝 堆積土 体 部 0 0 回転 ナデ/回転 ナデ/― 青灰色

土師器 イ 36号 溝 堆積土 は部 0 2 回転ナデ/回転ナデ/回転糸切 橙色

須恵器 大甕 36号 薄中央 堆積土 体部 0 0 叩 き/指押 さえ/― 青黒色

須恵器 甕 39号 港西 堆積土 体 部 0 0 ケズリ/ナ デ/一 青灰色

土師器 甕 41号溝西 堆積土 口縁部 3 0 ナデ/ナ デ/― 浅黄色

土師器 甕 P59 堆積土 口縁部 3 0 ナデ/ナ デ/― 橙色

かわらけ? 小 皿 Ⅲ B8a Ⅲ層 回縁部 [165] 3 0 回転ナデ ?/ナ デ/― 浅黄橙色 内面黒色

須恵器 士璽 Ⅳ B10d Ⅲ層 体部 0 0 ケズリ/ナ デ/― 灰 色

※計測値欄の[ ]は残存値を示す
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第 6表 陶磁器観察表

※計 lFlttlVlの [ ]は 残存値を示す

第 7表 木製品観察表

※計測値は全て残存値

第 8表 石器・石製品観察表

第 9表 金属製品観察表

No 種 別 器種 出土地点・層位 部位
計

器高

Fl値 (cr)

1口 径 1底径
第
聡
(%,

底部

調整技法

内面/外面/底部
外面色調 備   考

1 陶 器 層鉢 2号土坑 撹乱 体 部 0 0 鉄 Tt 不明・近世以降

2 陶 器 甕 7号土坑 検出面 口縁部 3 0 自然釉 常滑 。13～ 14C

6 陶器 碗 1号堀断面 E南側  3c層 体～底 [25] 0 灰釉 相馬

7 陶器 皿 1号堀堆積土上位 底 部 0 灰釉十鋼緑釉、蛇ノロ釉景1ぎ 一副

8 陶器 皿 1号堀断面 B l層 底 部 3 0 灰釉 重ね焼 き痕跡

9 陶器 志野向付 1号堀堆積土上位 回縁部 2 0 長石釉 美濃・大窯Ⅳ～連房 I

陶器 小皿 1号堀堆積土上位 日～底 17 15 無釉、底面回転糸切痕

11 陶器 鉄絵鉢 1号堀断面 E南側  3c層 日～体 3 0 灰釉、革花文 美濃・連房 I 口縁部変形

12 陶器 鉢 1号堀南端  4a層 体～底 0 藁灰釉 十灰釉流 し掛 け 不明・近世以降

陶器 甕 24号溝 検出面 底部 0 5 無釉、内外面ナデ調整 伊豆沼・中世

陶器 大饗 32号溝 検出面 体部 0 0 自然釉、内外面ナデ調整 渥美 。12C

陶器 志野丸皿 44号溝南端 検出面 国縁部 [215 0 9 長石釉 美濃 。大窯Ⅳ～連房 I

磁器 皿 44号満中央  1層 底 部 0 透明釉、草花文 肥前 。大橋Ⅳ

陶器 鉢 ? 48号溝 堆積土 口縁部 [315 3 0 無釉、回転ナデ調整 常滑・ 中世

陶器 太餐 Ⅳ B8c Ⅲ層 体 部 0 0 自然釉、内外面ナデ調整 渥美・ 中世

陶器 片口鉢 Ⅳ B6c Ⅳ層上面 回縁～体 2 0 無釉 伊豆沼・ 12C 厚 10～ 1 8cr

陶器 層鉢 ⅡB7E I層 底部 [61] 0 2 鉄釉 ? 不明 。近世以降 底部外面摩耗

磁器 lll ⅡB9E Ⅱ層 底 部 [23] 0 5 透 明釉、草花文 肥前 。大橋Ⅳ 渦「福」

磁器 紅皿 Ⅱ B9E Ⅱ層 回～底 11 透明釉 東北地方 。近世 完 形

V 出土遺物

掲 載
No 種別 器種 出土地点・層位

計測値

全長 (cm)1幅 (cm)1厚 さ (cm)
材  質 備 考

13 自然木 号堀断面 A南側 底面直上 16 ク リ 竿代測定試料 No l(850± 30ァrBP)

木製品 杭 号堀断面 E北側 堆積土上位 サクラ属

15 木製品 杭 号堀断面 A南側 65 テカマツ

16 木製品 建築部材 号堀断面 E北側 堆積土上位 アカマツ

17 木製 品 板 材 号堀断面 E北側 堆積土上位 アカマツ

18 木製品 下駄 号堀断面 E北側 堆積土 725 ナナカマ ド 差歯式、本体のみ同定

木製品 不 明 号堀断面 E北側 堆積土上位 17 ケヤキ? 差歯式下駄の一部か

木製品 不 明 号堀断面 E北側・堆積土上位 1715 ケヤキ? 建築部材か

載

ｏ

掲
Ｎ 種別 器種 出土地点・層位

計測値

全長 (cm) 幅 (cll)1厚 さ (cm)1重量 (g)
石    材 備 考

3 石器 磨石 7号土坑 底面直上 [1495] [1085] 砂岩 北上山地古生代二畳紀

石器 石鏃 26号溝 堆積土 [245] 042 頁岩 奥羽山脈新生代新第二紀
25 石 器 石 鏃 30号溝 北端 堆積土 頁岩 奥羽山脈新生代新第二紀

石 器 石鏃 P29 堆積土 頁岩 奥羽山脈新生代新第二紀
石 器 石鏃 Ⅳ B6c Ⅳ層上面 珪質頁岩 奥羽山脈新生代新第二紀
石 器 石 鏃 Ⅲ B8a Ⅲ層 14 頁岩 奥羽山脈新生代新第二紀
石 器 砥 石 Ⅳ B4c Ⅲ層 [745] 凝灰岩 奥羽山脈新生代新第二紀
石製品 石 日 調査区北端  I層 [160] [ 32500 花商閃緑岩 北上山地中生代白亜紀

※計測値欄の[ ]は残存値を示す

掲 載
No 種 別 器種 出土地点・層位

計 測 値
全長 (cm) 幅 (cm)1厚 さ (cm)1重 量 (質 )

備 考

鉄製品 鏃 Ⅳ B4c Ⅲ層 04～06 77

銅製品 銭貨 調査区南側  I層 一銭、昭和 11年

鉄滓 流状滓 3号溝 堆積土中位 2点、磁着無、写真掲載

鉄滓 鍛冶滓 34号溝 堆積土 1点、磁着無、写真掲載

※計測値欄の[ ]は 残存値を示す
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Ⅵ 自然科学分析

木製品樹種同定

吉川純子  (古代の森研究舎 )

(1) は じ め  に

五輪堂遺跡は一関市花泉町の金流川右岸の河岸段丘上に位置する遺跡で、古代の土坑や中～近世の

堀などが検出されている。中～近世の堀 (1号堀)か らは抗や下駄など当時利用していた木材が確認

された。そこで当時の木材利用を調査するため 6試料の同定を行った。試料からは剃刀で横断面、放

射断面、接線断面の切片を作製 しガムクロラールで封入し生物顕微鏡で観察 。同定を行った。

(2)同 定 結 果

出上した木材の同定結果を表1に示す。以下に木材解剖学的記載を行う。

アカマツ (肋跡 0雛Jοη Sieb.et Zucc)早材から晩材への移行は急で晩材部が多い針葉樹。垂
直・水平ともに樹脂道は大きい。放射仮道管の内壁は鋸歯状に突出し放射柔細胞の壁孔は窓状である。

クリ (Casιαttθa c%総aιa Sieb et Zucc)年 輪のはじめに大きな道管が2-3列集合 し、その後径が急

減して火炎状に小管孔が配列する環孔材。道管の穿孔板は単一で放射組織は単列で同性である。

ナナカマ ド属 (∂ογbtts)や や小さい管孔がほぼ単独で年輪内に散在 し、年輪のおわりでやや径を

減じる散孔材。道管の穿子し板は単一で道管内にらせん肥厚があり、放射組織はほぼ同性で1-餅田胞幅、

単列部がやや長いものがある。

サクラ属 lPttη堺 )2～ 6個のやや小さい管孔が斜めないし塊状に連結 して年輪内に散在する散
孔材。晩材部で管孔はやや小さくなる。道管の穿孔板は単一で道管内にはらせん肥厚がある。放射組

織は3-4細胞幅で異性である。

(3)考 察

1号堀から出土した下駄 1点 (掲載No.18、 以下掲載番号)は ナナカマド属であつた。下駄は16～

17世紀頃にはモクレン属をはじめとした広葉樹材が用いられ、歯には強度のあるケヤキなど異なる樹

種を使用する方法が広範囲で見受けられる (山田 1993)。 また、この頃にはケヤキやクリのような高

木だけでなく濯木など複数の広葉樹を使用する傾向がある。本遺跡でも東北に特有のナナカマド属を

下駄材として利用していることから、当時こうした人間と周辺植物との関係が強まったと考えられる。

そして建築部材や杭などは 5試料のうち3試料がアカマツであった (15～ 17)。 アカマツの他には杭

にクリ (13)、 サクラ属 (14)力漸J用 されており、当時周辺で調達できる用材を用いていたと言うこ

とも考えられる。東北地方ではマツ属は15世紀頃までは利用頻度がそれほど多くないが16世紀に入つ

て板材などで利用例が多くなる傾向にある。

引用文献

山田昌久.1993。 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成―用材から見た人間・植物関係史.植

生史研究特別第1号.植生史研究会.1-244.
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表 1 1号堀から出土した加工材の樹種

掲載 No 器 種   地 点   層 位 樹 種  登録 No

Ⅵ 自然科学分析

18

16

13

17

14

15

下駄  断面 E北側 堆積土

建築部材 断面 E北側 堆積土上位

杭   断面A南側 底面直上

板材  断面 E北側 堆積土上位

杭   断面 E北側 堆積土上位

杭   断面A南側

ナナカマ ド属  701

アカマツ   702

クリ      703

アカマツ   704

サクラ属   707

アカマツ   708

~ 4C ~ 4R        ~~ 4T

図版 1 五輪堂遺跡出土木材の顕微鏡写真
1.ア カマツ (16)2.ク リ (13)3.サ クラ属 (14)4.ナナカマ ド属 (18)

C:横断面、R:放射断面、T:接線断面、スケールは0,lmm
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2 放射性炭素年代測定 (AMS測定 )

(株)カロ速器分析研究所

(1)測 定 対 象 試 料
五輪堂遺跡は、岩手県一関市花泉町字五輪堂141(北緯39° 52′ 40〃 、東経141° 12′ 24〃 )に所

在する。測定対象試料は、 1号堀出土木片 (1:IAAA-92178)、 43号溝出土木炭 (2:I舟4-92179)、

7号土坑出土木炭 (3:IAAA-92180)、 35号溝出土木炭 (411舟ユー92181)、 合計 4点である。

(2)測 定 の 意 義
出土遺物が乏しい遺構の年代を決定する根拠とする。

(3)化 学処 理 工程
1)メ ス・ピンセットを使い、根・土等の表面的な不純物を取り除く。

2)酸処理、アルカリ処理、酸処理 (AAA:Acid AlkЛ i Acid)に より内面的な不純物を取り除く。
最初の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性にな

るまで希釈する。アルカリ処理では lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数時間

処理する。なお、AAA処理において、アルカリ濃度が lN未満の場合、表中にAaAと 記載する。

その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では lNの塩酸 (80℃ )を用いて

数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、遠心

分離機を使用する。

3)試料を酸化銅と共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃で30分、850℃で2時間加熱す
る。

4)液体窒素とエタノール・ ドライアイスの温度差を利用 し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)
を精製する。

5)精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で退元)し、グラフアイトを

作製する。

6)グ ラフアイトを内径 l mmのカソードに詰め、それをホイールにはめ込み、加速器に装着する。

(4)測 定 方 法
測定機器は、加速器をベースとした“ひAMS専用装置 (NEC社製)を使用する。測定では、米国国

立標準局 (NIST)から提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。この標準試料とバックグ

ラウンド試料の測定も同時に実施する。

(5)算 出 方 法
1)年代値の算出には、Libbyの 半減期 (5568年 )を使用する (Stuiver and Polach 1977)。
2)単C年代 (Libby Age l yrBP)は 、過去の大気中HC濃度が一定であったと仮定して測定され、

1950年 を基準年 (OyrBP)と して遡る年代である。この値は、δ` Cに よって補正された値で

ある。望C年代と誤差は、1桁 目を四捨五入して10年単位で表示される。また、口C年代の誤差

(± lσ )は、試料の“C年代がその誤差範囲に入る確率が68.20/0であることを意味する。
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Ⅵ 自然科学分析

3)δ 13Cは 、試料炭素の4C濃度 (お C/ワC)を測定 し、基準試料か らのずれを示 した値である。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 )で表される。測定には質量分析計

あるいは加速器を用いる。加速器により
ECμ 2cを 測定 した場合には表中に (AMS)と 注記す

る。

4)pMC(percent Modem Carbon)イ よ、標準現代炭素に対する試料炭素のユC濃度の割合である。

5)暦年較正年代 とは、年代が既知の試料の口C濃度を元に描かれた較正曲線 と照 らし合わせ、過

去のコC濃度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代は、
コC年代に対応

する較正曲線上の暦年代範囲であ り、 1標準偏差 (lσ =68.2%)あ るいは2標準偏差 (2

σ=95.4%)で表示 される。暦年較正プログラムに入力 される値は、下一桁 を四捨五入 しな

いHC年代値である。なお、較正曲線および較正プログラムは、データの蓄積 によって更新さ

れる。また、プログラムの種類によっても結果が異なるため、年代の活用にあたつてはその

種類 とバージヨンを確認する必要がある。ここでは、暦年較正年代の計算に、IntCa104デー

タベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv4.1較 正プログラム (Bronk Ramsey 1995

Bronk Ramsey 2001 Bronk Ramsey,van der Plich and Weninger 2001)を 使用 した。

(6)測 定 結 果
五輪堂遺跡出土試料の'C年代は、 1号堀出土木片 1が 850± 30yrBP、 43号溝出土木炭2が890±

30yrBP、 7号土坑出土木炭 3が330± 30yIBP、 35号溝出土木炭4が46810± 520yrBPで ある。 1と 2は

誤差 (± lσ )の範囲で重なる部分を持ち、近い年代と考えられる。暦年較正年代 (lσ )は、 1が

12世紀後半から13世紀前葉頃、 2が12世紀後半から13世紀初頭頃、 3が16世紀末から17世紀前葉の範

囲で示される。 4は旧石器時代に相当する値を示した。

炭素含有率はいずれも50%を超え、化学処理、測定上の問題は認められない。

測定番号 試料名 採取場所
料

態

試

形

処理

方法

δ13c (%O)

(AMS)

δ nC補正あり

Libby Age

(yrBP)
pふアIC (%)

IAAA-92178 1 遺構 :1号堀 層位 :底面直上 木片 AAA -2835 J= 055 850=L30 8997 ± 032

IAAA-92179 2 遺構 :43号溝 層位 :堆積土中包 木炭 AAA -2629 」= 058 890■ 30 8953 ± 032

IAAッ代-92180 3 遺構 17号土坑 層位 :3層 木炭 AAA -2497 」= 077 330=二 30 95.96 」二 〇34

IAAA 92181 4 遺構 :35号溝 層位 :堆積土 木炭 AAA -2830 」三 〇74 46,810=L520 十
一

測定番号
δ nC補正なし 暦年較正用

(yrBP)
lσ暦年代範囲 2σ暦年代範囲

Age(yrBP) pMC(%)

IFLAA-92178 9oo=生 30 8936=上 o30 848三二28 1165 AD-1220 AD(682%)
1057 AD-1075 AD(30%)
1154 AD-1260 AD(924%)

IAAA-92179 910=二 30 8929=生 o30 888こと28

1052 AD-1080 AD(208%)

1129 AD-1132 AD(21%)
1153 AD-1209 AD(453%)

1042 AD-1106 AD(327%)

1117 AD-1218 AD(627%)

AAA 92180 330Ξ上30 9597=L030 331=L28

1495 AD-1529 AD(186%)

1542 AD-1602 AD(379%)

1616 AD-1634 AD(117%)

1479 AD-1642 AD(954%)
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2 放射性炭素年代測定 (AMS測定)

参考文献
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【参考】暦年較正年代グラフ

測定番号
δ nC補正なし 暦年較正用

(yrBP)
lσ 暦年代範囲 2σ暦年代範囲

Ageく yrBP) pふノIC (%)

IAAA 92181 46,860=L5200 029=Lo o2 46,809=L518 45398 BC-44356 BC(682%) 45973 BC-43883 BC(954%)
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Ⅶ 調査 の ま とめ

今回の調査では縄文～近世に属する時期の遺構・遺物を検出した。最後に過去の調査も含めて時代

ごとに検討を加えることで調査のまとめとしたい。

1縄 文 時 代

今回の調査ではこの時期の遺構は見つかっていないが、遺物としては石鏃が出上 している (23・

25,36。 45,46)。 過去に実施された県埋蔵文化財センターの調査 (以下、県埋文調査)及び町教育

委員会の調査 (以下、町教委調査)で も遺構は検出されていないが、ともに石鏃が出上しているなど

今回の調査区と同様の状況であつた。明確な遺構が無いため判然としないが、本遺跡は金流川沿いに

位置していることもあり、おそらく縄文時代には川に水を飲みに来る動物を捕まえる為の狩猟場とし

て利用されていたものと考えられる。

2古 代 ～ 中 世

本遺跡において主体となる時期であり、過去の調査でも最も遺構・遺物の出土量が多い時代である。

本来的には古代と中世それぞれの時代について検討を加えるべきではあるが、遺構については出土遺

物が少ないことから厳密に所属時期を区別することができないものが多いこと、また分析結果等で両

者の移行期にあたるものも存在すると考えられることから、今回は古代～中世という長い期間のなか

での検討を行う。

この時期に属する可能性がある遺構 としては土坑 2基・堀 1条・溝18条がある (第23図 )。 特に特

徴的なのは堀跡 (1号堀)である。この堀は、前述の通 り断面形及び堆積上の状況から2時期に渡つ

て掘削が行われたと考えられるものであることから、ここで埋没・掘削の過程について少し詳しく見

ていくことにしたい (第 25図 )。

南端付近の断面形をみると、底面の狭い逆台形状のプランの堀が埋没した後に底面の広い逆台形状

のプランの堀が掘削されている状況が確認できた (第 8図断面 A)。 また、北側では堀が二股に分岐

し、堆積上の状況から一方のプランが埋没した後にもう一方が掘削されている状況を確認できた。こ

の堀は一定期間滞水・流水 していた可能性が高いと考えられるが、水の作用のみで底面がこのような

状態になるとは考え難 く、堆積上の状況を見ても一度埋没 した堀を再度掘削 したものと考えた方が妥

当であろう。北西端付近についても同様と考えられるが、この地点は近～現代の水田耕作時に掘 り拡

げられ、さらに杭が列状に打ち込まれていた為堀の痕跡はほとんど残っていなかった。

掘削年代については年代測定結果と出土遺物を根拠として考えたい。まず古段階の堀であるが、断

面A付近で出土した自然木 (13)の 年代測定結果が850± 30yrBP(13世紀前葉)と されていることと

8層中から出土したかわらけ (5)が 12世紀後半に属するものであることから、古段階については13

世紀前葉頃から埋没を開始したものと考えられる。一方、新段階の堀については、近世～近代に属す

る陶磁器や木製品が出土していることから近世以降に埋没したものと考えられる。

性格・用途については、堆積上が水成堆積であリー定期間滞水 していた可能性を考慮すると導水施

設の可能性が高い。ただし、同様に導水施設と考えられる他の溝と比較しても規模が大きく異なるこ

とから、それとは異なる性格を有する可能性もある。導水以外の用途としては区画 (防御 ?)用 とし
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3 近世～近代

ての機能が想定され、とくに古段階の堀については集落や建物域を区画する為に掘削された堀の可能

性もある。ただし、今回の調査では堀の周辺はおろか調査区全域をみても建物跡は検出されていない

為、それについては推定の域を出ない。

堀以外の遺構 としては溝と土坑がある。このうち過去の調査分も含めて最も多く検出されている遺

構が溝である。この時期に属する溝は、直線的に走るもので断面形が逆台形となるものが多い。出土

遺物は少ないが、堆積土中に炭化物を含む溝が数条確認されており、このうち35号溝と43号溝の 2条

から出上 した炭化物について放射性炭素年代測定を実施 した。測定結果は、43号溝出土試料が890士

30yrBP(12世紀後半～13世紀初頭 )、 35号溝出土試料が46810± 520yrBPで あった。35号溝出土試料に

ついては前期旧石器時代に相当する年代が考えられているが、両者とも炭素含有率は50%以上あ り処

理上の問題は無いということである (註 )。 このことから、少なくとも43号溝については13世紀初頭

までに埋没しており、前述 した 1号堀古段階と埋没時期が同時期と考えられる。遺物としても1号堀

から12世紀後半と考えられる手づ くねかわらけが出上していることから、本遺跡が古代末から中世前

期にかけて溝や堀を掘削して区画を行うなどの土地利用が行われていたことがわかる。ただし、この

他の遺構で明確にこの時期と判断できるものはほとんど無い為、遺跡全体がどのように利用されてい

たかについては不明と言わざるを得ない。

出土遺物には土器類 (土師器・須恵器 。かわらけ)、 国産陶器、鉄製品等がある。土器類には全形

がわかる資料は無いが、土師器・須恵器は平安時代に属すると思われる。かわらけも小破片であるが、

5は二段のナデ調整が施される手づくねかわらけであり、12世紀後半の製作と考えられる。国産陶器

には渥美窯産、常滑窯産、伊豆沼窯産の可能性がある製品があるが、いずれも小破片であるため器形

や年代の判断が困難である。常滑窯産陶器には甕の口縁部があり (2)、 口縁部の特徴から13～ 14世

紀代の製作と考えられる。22と 41に ついては外面の色調などから伊豆沼窯産の可能性があると判断し

たが、伊豆沼窯は窯本体の調査事例が少なく不明な点が多い窯である為 (藤沼2010)、 これについて

は産地を含めて検討を要する。ただし、今回は伊豆沼窯産製品と仮定して年代は窯の操業年代である

13世紀前半頃と想定 しておきたい。

過去の調査についても簡単に記 しておきたい。平成16年度に実施された県埋文の調査では古代の遺

構 として竪穴住居 3軒、竪穴状遺構 4軒、掘立柱建物 1棟等が検出されており、出土土器の検討から

8世紀末から10世紀に属すると考えられている (県埋文447集 )。 中世の遺構としては方形に巡る堀が

あり、調査区内からは13世紀に属すると考えられる常滑窯産陶器の破片が出土している。今回の調査

区に近い花泉町教育委員会の調査区では土坑と溝が検出されている (花泉町教委2004)。 削平の状況

も含めて今回の調査区と検出状況は類似 しており、年代が明確な遺構は少ない。

この他、本遺跡においては建立年代が13世紀後半と考えられる鉄製五輪塔地輪があり、国産陶器の

中には五輪塔と同時期 と考えられるものがある。残念ながら今回の調査では明確に13世紀代に機能 し

ていたといえる遺構は確認できなかったが、同時期の遺物が調査区を越えて出土しているという事実

は、この時期に本遺跡内で何らかの行為が行われていたことの証明であり、遺物の出土しなかった遺

構の中にこの時期に属するものが含まれている可能性がある。

近 世 ～ 近 代

陶磁器の出土から近世に属すると考えられる遺構としては堀 1条 と溝 3条、土坑 3基がある (第 24

図)。 1号堀については 2時期に亘って掘削されていることは前述の通 りである。本来の規模が不明
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Ⅶ 調査のまとめ

である為推定の域を出ないが、滞水・流水していたことを考慮すると堰のような導水施設としての機

能を有していた可能性もある。

溝のうち、44・ 47号溝は一端が終息していることから、導水ではなく区画の為に掘削された溝と考

えられる。ただし、いずれの溝も底面や堆積上の状況から一定期間滞水 していたものと考えられる。

また、重複関係から近世以降に属すると考えられるものに41号溝や46号溝などがある。

土坑のうち、 7号土坑については 3層 出土炭化物の年代測定結果から近世前期 (17世紀前葉)に属

すると考えられる。また、形状・堆積上が類似する4号土坑もこの時期に属する可能性があるが、両

者ともその性格については不明である。この他、近世後期 (18世紀以降)に は墓の可能性がある大型

の上坑 (2号土坑)が掘削されており、近世に入っても散発的ながら土地利用が行われていたことが

わかった。

この他にも今回の調査では時期不明とした土坑や溝が数多く見つかっている。他遺構との重複関係

から近世以前あるいは以降と判断しても良い遺構もあるが、出土遺物が乏しく断定できないものがほ

とんどである。

註 35号溝出土試料について依頼先である(株 )方日速器分析研究所に問い合わせたところ、本試料については周辺の土壌 (地山)

中に含まれていた炭化物が根の浸食・撹拌などの自然環境の作用によつて堆積土中に混入した可能性があり、35号溝の掘削・

埋没時期に形成されたものではない可能性が高いとのことであった。
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□古代の遺構

■ 中世の遺構
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第23図 遺構変遷図 (古代～中世)



Ⅶ 調査のまとめ
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第24図 遺構変遷図 (近世 )

-49-



断面 A

①

Vブ け 亨

③              ④

Ⅲ
⇒
‖

⇒
け

断面 B

①

V⇒
9              ④

V⇒ ▽
⇒
導

断面 D

① ④

V⇒ け
⇒ ⇒  ⇒

-50-

第25図  1号堀の変遷模式図
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調査区遠景 (東から)

調査区中央調査前 (南から) 調査区中央調査前 (南西から)

調査区南端調査前 (南東から)                南西調査区調査前 (南東から)

写真図版 1 調査区の状況 (1)
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調査区中央航空写真 (直上)

調査区南端終了全景 (北西から)

写真図版 2 調査区の状況 (2)
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南西調査区終了全景 (西から)

1号土坑完掘 (東から)

ⅣB4a付近試掘 トレンチ (南から)

1号土坑断面 (東から)

2号土坑完掘 (西から)

写真図版 3 調査区の状況

2号土坑断面 (南西から)

(3)、 基本層序、 1・ 2号土坑
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3号土坑完掘 (南から) 3号土坑断面 (南から)

4号土坑完掘 (南東から) 4号土坑断面 (南東から)

5号土坑完掘 (南東から) 5号土坑断面 (南東から)

6号土坑完掘 (南から) 6号土坑断面 (南西から)
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写真図版 4 3～ 6号土坑



7号土坑完掘 (南東から) 7号土坑断面 (東から)

8号土坑完掘 (南から) 8号土坑断面 (南から)

9号土坑完掘 (南から) 9号土坑断面 (南から)

10号土坑完掘 (南から) 10号土坑断面 (南から)

～ 10号土坑写真図版 5
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完掘 (南から)

南側完掘 (北から) 中央完掘 (南から)
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写真図版 6 1号 堀 (1)



北端杭列 (南東から) 分析試料No l出土 (南から)

断面A(北 から) 断面B(】ヒカゝら)

断面C(北 から) 断面D(司ヒカ】ら)

断面E(北西から)

写真図版 7 1号堀 (2)

-59-



1号溝完掘 (南から) 1号溝断面B(東から)

2号溝完掘 (1)(東から) 2号溝断面A(東 から)

2号溝完掘 (2)(西から) 2号溝断面B(東から)

3・ 4号溝完掘 (北西から) 4号溝完掘 (東から)

-60-

写真図版 8 1～ 4号溝



3・ 4号清断面A(南 から)

3。 5号溝完掘 (北東から) 3・ 4号溝断面B(西から)

3。 4号溝断面D(東 から) 3・ 4号溝断面E(北東から)

3・ 4号溝断面F(東 から ) 5号溝断面 (東から)

写真図版 9 3～ 5号溝
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6号溝完掘 (東から) 6号溝断面 (東から)

7号溝完掘 (西から) 7号溝断面 (西から)

8号溝完掘 (南東から) 8号溝断面A(西から)

9号溝完掘 (南東から) 9号溝断面 (北西から)
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写真図版10 6～ 9号溝
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14号溝完掘 (北から) 14号溝断面 (北から)

写真図版11 10・ 11・ 14号溝
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12号溝断面 (南東から)

12・ 13号溝完掘 (南東から) 13号溝断面 (南東から)

15号溝完掘 (南東から) 15号溝断面 (南東から)

16号溝完掘 (北西から) 16号溝断面 (北西から)
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写真図版12 12・ 13・ 15。 16号溝



17号清北倒完掘 (南西から)

17号溝亮掘 (南から) 17号溝南端完掘 (北から)

■,

妊i孝境と,,|イ

雅 |ど
|―

=ヤ
|イヤ

歳濠
七子学ね:Iび

17号溝断面B(南 から)17号溝断面A(南 から)

18号溝完掘 (北東から) 18号溝断面 (北東から)

写真図版13 17・ 18号清
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4号土坑 。19号溝断面A(南東から)

19号溝完掘 (南東から) 19号溝断面C(南東から)

20号溝断面 (東から)

20。 21号溝完掘 (東から) 21号清断面 (東から)
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写真図版14 19～ 21号溝



22号溝完掘 (東から) 22号溝断面 (東から)

23号溝完掘 (南から) 23号溝断面 (南から)

24号溝完掘 (北から) 24号溝断面A(南から)

23号溝完掘 (東から) 28号溝断面 (東から)

写真図版15 22～ 24・ 28号溝
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25-27号溝完掘  (1) (司しから) 25～27号溝完t屈 (2)(】 とから)

25・ 26号溝断面A(南 から) 25～27号溝断面B (南から)

25。 26号溝断面C(南から) 25～27号溝検出 (北から)
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写真図版16 25～ 27号清



餃=

29号溝断面B(南東から)

挙
1綾|

|― ||―|||オ■||■■
29～31号溝完掘 (北西から)

|':|'

29。 30号溝断面D(南東から) 30号溝断面 (南から)

写真図版17 29～ 31号溝
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29号溝南端完掘 (北西から) 29～32号溝検出 (北西から)

32号溝断面B(南から)32号溝完掘 (北から)

33号溝完掘 (東から) 33号溝断面 (東から)

34号溝完掘 (北から) 34号溝断面 (北から)
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写真図版18 29・ 32～34号溝



35号溝断面A(東から)

35号溝完掘 (2)(東から)

36号溝断面B(南西から)

写真図版19 35。 36号溝
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37号溝完掘 (西から) 37号溝断面 (西から)

38号溝完掘 (東から) 38号溝断面 (東から)

39号溝断面 (南東から)

39。 40号溝完IFB (南から) 40号溝断面 (南東から)
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写真図版20 37～ 40号溝



41号溝完掘 (南から) 42号溝完掘 (北から)

39～41号溝断面D(南 から) 41 ・42号清断面E (封 ヒから)

41号溝断面 F(南から) 作業風景 (1)

写真図版21 39～ 42号清
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43号溝断面 (東から)

43号溝完掘 (西から) 43号溝分析試料No 2出 土 (北西から)

44号溝完掘 (東から) 44号溝断面 (東から)

45号溝完掘 (東から) 45号溝断面A(東から)
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写真図版22 43～ 45号清



46号清完掘 (北西から) 46号溝断面A(北から)

47号溝完掘 (北から) 47号溝断面 (北から)

48号溝完掘 (西から) 48号溝断面 (南から)

49号溝完掘 (北から) 49号溝断面 (南から)

写真図版23 46～ 49号清
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調査区中央柱穴群 (1)(北から)

南西調査区柱穴群 (西から)

P17(F菊から)

写真図版24 柱穴 (1)
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P35 (東から)

P49 (膏尋から) P61(東から)

南西調査区旧河道 (東から) 調査終了全景 (北から)

作業風景 (2) 作業風景 (3)

写真図版25 柱穴 (2)、 その他
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写真図版26 出土遺物 (1)
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写真図版28 出土遺物 (3)
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所 在 地

コ ー  ド 】ヒ糸革 東経

調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

姿
跡い遺

わ
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五 瞼

花

め
堂

乱
市

」
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強
関

ご
五
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一　
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一す
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劇

14-1ほか

03215 OE38-2093 39煽蓋

52ケ}

40オ少

141度

12分

24秒

20090701

200910,09

4,680nド 一般国道342号

花泉バイパス

道路改築事業

所 J又遺跡名 種別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

五輪堂遺跡 集落跡 縄文時代

古代

中世

近世 (以降)

土坑 2基

溝18条

堀 1条

溝 2条

土坑 7基

溝31条 柱穴65個

石鏃

土師器・須恵器

鉄鏃

かわらけ 。砥石・

陶 器 (渥 美 ・ 常

滑・伊豆沼 ?)

近世陶磁器・石臼

木製品 (下駄・杭 )

中～近世に属する全長

50m近い大規模な堀 と

渥美窯産 。常滑窯産 。

伊豆沼窯産 と考えられ

る陶器が出土

約要
今回の調査区は、遺跡範囲の西端及び一部その外側に位置 してお り、昭和30年代以降に行

われた園場整備により調査区全域が大幅に削平されていた。検出した遺構は、土坑・堀・

溝・柱穴で出土遺物及び重複関係から古代・中世・近世 (以降)に属するものが確認できた。
なかでも調査区北端で検出した中～近世に属する堀は全長50m以上、上面幅25m以上と推定
される大規模なもので、埋没後再度掘 り返されている状況が確認できた。この他、調査区南

側では東西方向に平行 して掘削されている古代の溝、調査区中央では常滑窯産陶器片が出土

した中世末～近世の土坑などを検出している。

出土遺物のうち土器・陶磁器類は摩耗 した小破片が多いが、なかにはかわらけ 。常滑窯産

陶器甕・伊豆沼窯産の可能性がある陶器片口鉢など古代末～中世に属する遺物が含まれる。

本遺跡の位置する涌津五輪堂地内は、過去に地名の由来にもなった国の重要指定文化財で

ある鉄製五輪塔地輪が出土 したと伝えられる場所である。今回の調査でも直接的関連は不明

ながら中世に属する遺構 (堀跡)や遺物 (国産陶器)が検出されてお り、鉄製五輪塔が造立
された時期に近接する時期の資料を追加することができた。
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